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論 説

•• 
"一i
問

題

の

提

示

山
（
流
通
経
路
「
統
制
」
｀
規
制
の

一
態
様
と
し
て
の
「
事
業
者
に
よ
る
数
の
制
限
」
）
ー
ー
流
通
革
命
と
い
う
多
少
オ
ー
バ
ー
な
表
現
に

．
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
流
通
機
構
ー
4
小
売
並
び
に
卸
売
機
構
|
ー
の
変
化
は、
．過
度
の
要
約
化
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
廊
品
配
分
過

程
に
お
け
る
労
佃
力
の
削
減
1
人
件
費
節
約
ー
合
理
化
の
一
環
と
し
て
現
わ
れ
て
き
た
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

・商
品
配
分
に
お
け
る
中

5
 

o
o過
程
の
簡
易
化
な
い
し
排
除
化
の
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
典
型
的
な
商
品
流
通
経
路
は、
、
生
産
者ー
↓

卸
売
業
者
—
↓
小
売
業
者

3
1

卜
↓
消
奨
者
と
い
う
過
程
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
こ
の
過
程
に
さ
ま
ざ
ま
の
変
化
が
起
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
い
「
ス
ー
バ
ー
マ
．
.5
 

ー
ケ
ッ
ト
の
発
展
と
、
そ
れ
を
直
接
の
き
っ
か
け
と
し
た
小
売
構
造
の
変
化
。
」

121
垂
直
的
な
卸
構
造
の
水
平
的
構
造
へ
の
変
化
（
中

・

小
問
屋
の
倒
廊
．9
合
併
‘・
大
問
屋
の
伸
び
）
0

．

30

五四 • 三ニ ー

論
一

「
事
業
者
の

ー
事
業
者
団
体
に
よ
る
流
通
経
路
の
「
統
制
」

問

題

の

提

示

，

．

「
数
の
制
限
」
の
窯
義
と
そ
の
特
殊
挫

「
数
の
制
限
」
の
方
法
（
具
体
的
行
為
）
と
不
公
正
な
取
引
方
法

「数
の
制
限
」
漑
念
と
具
体
的
行
為
と
の
関
連
・

，

.「
数
の
制
限
」
の
違
法
判
断
基
準
，

説

数 ・

佃
メ
ー
カ
ー
の
流
通
政
策
の
転
挽
に
よ
る
小
売
店
直
売
や
消
費
者
直
売
の
増
加
、
メ
J

丹，

宗

昭

信・`

に
対
す
る
法
的
規
制
の
態
様
H
l
—

（
独
占
禁
止
法
八
条
一
項
三
号
）

の
制
限
」
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.
9
.
し

l

,

し

カ
ー
の
ス
ー
バ
ト
と
の
直
接
取
引
関
係
の
増
加
等
。
い
「
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

．
政
府
が
生
鮮
食
糧
品
の
流

16
、

通
改
善
を
唱
え
始
め
た
こ
と
」

等
々
。
競
争
激
甚
な
小
規
模
の
問
厖
や
小
売
業
者
が
倒
産
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー
ヘ
の
転
化
を
余
儀
な
く
さ
幻
ヽ
5
 

れ
た
り
し
た
結
果
、
昭
和
三
八
年
度
は
、
小
売
商
業
人
口
の
減
少
と
い
う
最
近
に
は
珍
し
い
特
徴
的
現
象
を
呈
し
た
。
小
売
商
の
場
合

・

は
、
最
近
の
流
通
機
構
の
変
化
か
ら
く
る
倒
症
へ
の
不
安
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
自
ら
ス
ー
バ
ー
と
な
る
か
、
そ
の
資
本
力
を
有
し
な
刃

い
場
合
は
、
集
団
の
力
を
偕
り
て
こ
れ
に
対
決
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
昨
今
の
実
情
で
あ
る
。
か
よ
う
な
状
況
は
卸
機
構
に

お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
「
大
問
屋
に
よ
る
寡
占
だ
け
が
進
み
、
，
従
来
の
、
何
段
階
も
の
問
屋
を
経
由
す
る
い
わ
ば
「
垂
直
的
」
・な
卸
構

(
-
li
)
 

造
が
大
問
屋
を
主
体
と
す
る
「
水
平
的
」
栴
造
に
変
り
つ
つ
あ
る
。
」
そ
の
外
、
チ
ェ
ー
ン
・
ス

t
ア
ー
や
化
粧
品

・
家
庭
電
気
製
品
阪

ー
カ
ー
を
中
心
と
し
て
押
し
進
め
ら
れ
て
い

売
等
に
み
ら
れ
る
特
約
店
契
約
や
一
手
販
売
契
約
の
よ
う
な
排
他
的
経
路
づ
く
り
が
へ
大
メ

（口）

る
の
も
、
流
通
革
命
現
象
の
中
の
ー
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

か
よ
う
な
流
通
革
命
の
過
程
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
現
象
が
、
自
由
化
政
策
や
高
度
経
済
成
長
政
策
の
下
に
お
け
る
合
理
化
過

程
の
一
環
に
外
な
ら
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
・
新
し
い
大
き
な
資
本
が
、
古
い
少
さ
な
資
本
を
駆
逐
し
て
ゆ
く
過
程

で
も
あ
る
。
そ
の
斗
争
に
お
い
て
、
古
い
少
さ
な
資
本
が
集
団
の
力
を
利
用
し
て
、
新
し
い
競
争
業
者
や
新
し
い
大
き
な
資
本
に
対
抗
す

る
た
め
に
、
市
場
「
統
制
」
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
最
近
の
事
業
者
団
体
に
よ
る
市
場
「
統
制
」
事
件
（
現
行
八
条
事
件
）
の
一
般
的
性
格
の

よ
う
で
あ
る
。
か
よ
う
な
流
通
経
路
の
「
統
制
」
に
対
処
す
る
た
め
に
、
独
占
禁
止
法
（
以
下
「
独
禁
法
」
と
略
称
す
る
）
は
ど
の
よ
う
な
規

定
を
お
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
？
こ
れ
が
独
禁
法
八
条
を
考
察
し
よ
う
と
し
た
動
機
で
あ
り
、
か
よ
う
な
事
業
者
団
体
の
活
動
に
対
し

て
独
禁
法
の
運
営
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
法
理
が
果
し
て
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が

本
稿
に
お
け
る
主
た
る
問
題
視
角
で
あ
る
。
そ
の
際
、
中
問
業
者
や
中
小
企
業
者
に
対
す
る
政
策
が
、
妥
当
な
線
で
進
め
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
等
に
つ
い
て
も
併
せ
考
え
て
ゆ
き
た
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
か
よ
う
な
観
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
条
の
解
釈
も
妥
当



I 

（
六
）

「
事
業
者
の
数
の
制
限
」
の
問
題
点
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て
は
、
八
条
が
、
現
行
独
禁
法
体
系
中
に
お
い
て
い
か
な
る
地
位

を
占
め
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
（
国
）
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
づ
事
業
者
団
体
に
つ
い
て
の
規
制
が
、
現
行
八
条
に
固
定
す

る
ま
で
の
経
過
を
、
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ

て
お
く
こ
と
が
有
窓
義
で
あ
ろ
う
（
①）。

‘

叩
（
事
業
者
団
体
に
つ
い
て
の
規
制
が
現
行
八
条
に
固
定
す
る
ま
で
の
経
過
）
ー
—
自
由
放
任
の
資
本
主

義
の
行
き
過
ぎ
を
是
正
す
ぺ

き
機
能
を
営
む
独
禁
法
は
、
わ
が
国
へ
は
、
敗
戦
に
伴
う
民
主
化
政
策
の

一
環
と
し
て
溝
入
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
盟
地
立
法
や
労
伽
立
法

と
共
に
、
日
本
の
経
済
民
主
化
政
策
に
そ
の
法
的
根
拠
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る

、
い
わ
ゆ
る
独
禁
法
が
制
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

自
由
競
争
原
理
に
基
礎
を
置
く
こ
の
法
律
は
、
事
業

靡
（
腔
翫
頭
．―四）

、
、
、
、
、

）

者
（
二
条
一
項
）
の
市
場
「
統
制
」
行
為
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

事
業
者
団
体
に
よ
る
市
場
「
統
制
」
行
為
の
禁
止
規
定
を

宗け
、
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
行
為
は
、
そ
れ
が
、
不
当
な
取
引
制
限

（l
＿一条
後
段
）
や
不
公
正
な
取
引
方

法
（
一
九
条
）
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
規
制
し
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
法
の
欠
欲
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
独
禁
法
の
こ
の

31

限制

欠
陥
を
補
完
す
る
た
め
に
、
昭
和
二
三
年
事
業
者
団
体
法
（
法
律
一
九
一
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
窪
味
で
、
・
「
甚
業
者
団
体
法
の
制
定

g

の数

5
 “
 

は
、
独
占
禁
止
政
策
の
一
環
と
し
て
の
私
的
独
占
禁
止
法
の
補
完
立
法
た
る
の
意
義
を
有
」
し
て
い
た
。
し
か
し
立
法
の
具
体
的
背
景
に

・

の者

（
七
）

事
「
更
に
統
制
団
体
除
去
政
策
の
存
し
た
」
こ
と
も
注
窓
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
統
制
団
体
除
去
政
策
も
ま
た
、
経
済
民
主
化
政
策
の

30

棠

iも
さ
て
、

．
に
な
さ
れ
褐
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
考
案
は
本
稿
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

．
と
こ
ろ
で
、
事
業
者
団
体
の
活
動
規
制
に
関
し
て
は
、
現
行
独
禁
法
は
、
八
条
一
ケ
条
を
規
定
し
て
い
る
の
み
で
、
し
か
も
そ
れ
は
、

解
釈
綸
的
に
も
立
法
玲
的
に
も
甚
だ
問
題
の
多
い
条
項
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
者
団
体
の
活
動
規
制
の
統

一
的
理
解
の
た
め
に
は
、
八
条

全
体
に
わ
た
こ
L
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、

あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

「事
業
者
の
数
の
制
限
」
の
問
題
か
ら
と
り



論．．説

敗
戦
前
に
お
け
る
我
国
の
経
済
が
、
多
く
の
経
済
統
制
団
体
つ
ま
り
カ
ル
テ
ル
や
組
合
其
の
他
の
統
制
団
体
に
よ
っ
て
述
営
さ
れ
て
き

・
（八）

た
こ
と
は
、
多
く
語
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ー
重
要
輸
出
品
工
業
組
合
法
（
大
一
四
法
二
八
）
、
重
要
産
業
統
制
法
（
昭
六
法
四
O
)

工
業
組
合
法
（
昭
六
法
六
二
）
、
国
家
総
動
員
法
（
昭
一

三
法
五
五

・
改
正
昭
一
六
法

一
九
）
第
十
八
条
に
基
く
重
要
産
業
団
体
令
（
昭
一
六
勅

八
三
一
）
に
よ
る
統
制
会
制
度
、
商
工
組
合
法
（
昭
十
八
法
五
三
）
•
•
…
…
…
•
ー
ー
敗
戦
後
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
従
来
の
実
体
を
残
し
た

ま
ま
い
ち
早
く
民
主
的
団
体
へ
の
衣
が
え
を
し
て
、
任
意
団
体
と
し
て
再
出
発
し
た
。
戦
後
統
制
の
基
本
法
で
あ
っ
た
媒
時
物
資
需
給
調

整
法
（
昭
ニ
ー
法
三
二
）
が
、

彼
ら
に
経
済
統
制
の
権
限
を
割
当
て
て
い
る
間
は
よ
か
っ
た
が
、
昭
和
二
三
年
同
法
が
改
正
さ
れ
、
「
経
済

統
制
は
、
政
府
発
行
の
割
当
切
符
の
自
由
流
通
方
式
」
か
公
団
方
式
か
に
依
る
こ
と
と
な
り
、
「
そ
れ
と
共
に
、
存
在
理
由
の
な
く
な
っ

（九）

た
統
制
団
体
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
閉
鎖
機
関
に
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
整
理
の
徹
底
的
強
行
が
団
ら
れ
る
に
至
っ
た
9

」
す
な
わ

ち
、
統
制
団
体
も
ま
た
自
由
競
争
原
理
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
の
除
去
政
策
が
強
力
に
押
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

へ
の
対
処
方
を
知
ら
な
か
っ
た
産
業
界
は
ひ
ど
く
混
乱
し
、
「
団
体
活
動
の
具
体
的
な
基
準
を
求
め
る
声
」
が
、
漸
く
産
業
界
内
部
よ
り

高
ま
り
＂
そ
れ
を
反
映
し
て
、
昭
和
二
三
年
事
業
者
団
体
法
が
誕
生
す
る
に
至
っ
た
。
か
よ
う
に
、
産
業
界
の
声
を
反
映
し
な
が
ら
誕
生

し
た
事
業
者
団
体
法
も
、
そ
の
基
本
原
則
は
、
自
由
競
争
原
理
に
た
つ
独
禁
法
の
補
完
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
こ
で
は
、
事

業
者
団
体
の
活
動
に
対
し
か
な
り
厳
し
い
禁
止
規
定
が
お
か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
五
条
一
項
は
、
事
業
者
団
体
の
禁
止
行
為
を
十
八
項

(

1

0

)

 

目
の
広
き
に
わ
た
っ
て
規
定
し
て
い
た
如
き
。
し
た
が
っ
て
当
初
か
ら
、
こ
の
禁
止
規
定
の
厳
格
さ
に
対
す
る
不
満
は
相
当
に
強
か
っ

「
従
来
多
く
規
定
さ
れ
て
い
た
純
予
防
的
性
格
の
規
定
が
す
ぺ
て
削
除
さ
れ
、

た
。
そ
れ
が
昭
和
二
七
年
の
改
正
で
か
な
り
緩
和
さ
れ
、

公
正
な
競
争
に
直
接
影
密
を
及
ぽ
す
行
為
に
つ
い
て
の
禁
止
の
み
に
限
定
さ
れ
る
」
に
至
っ
た
が
、
更
に
、
そ
の
頃
浙
く
立
直
っ
て
き
た

ヽ
．
こ。

’>t 

一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
財
閥
解
休
や
持
株
会
社
の
禁
止
の
よ
う
な
独
占
解
体
政
策
と
は
多
少
ニ
ュ
ワ
ン
ス
を
奥
に
し
て

30 (4•5 • 4) 318 



独
占
資
本
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
八
年
の
独
禁
法
の
大
幅
改
正
と
同
時
に
、
事
業
者
団
体
法
そ
の
も
の
が
全
廃
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

時
、
事
業
者
団
体
法
に
代
る
も
の
と
し
て
、
八
条
が
独
禁
法
法
典
の
中
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
事
業
者
団
体
に
つ
い
て
の
法

（ー

ニ
）

的
規
制
は
、
独
禁
法
八
条
（
一
項
一

号
か
ら
五
号
迄
）
の
み
に
委
ね
ら
れ
、
従
来
の
禁
止
規
定
の
枠
は
大
幅
に
縮
少
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

9

の
時
の
改
正
で
、

二
条
二
項

（卒
莱
者
団
体
の
定
義
規
定
）
が
新
た
に
独
禁
法
の
中
に
抑
入
さ
れ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
か
く
て
、

・ニ
八
年
の
改
正
で
、
事
業
者
団
体
は
、
名
実
共
に
、
不
当
な
取
引
制
限
や
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
の
主
体
と
し
て
、
独
禁

法
法
典
の
中
に
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
。
こ
れ
が
、
現
行
八
条
で
あ
っ
て
、
事
業
者
団
体
の
活
動
規
制
も
、
完
全
に
独
禁
法
体
系
の
中
に

統
一
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

国
（
パ
条
の
独
禁
法
体
系
中
に
お
け
る
位
置
）

＇ ’—

周
知
の
よ
う
に
、
独
禁
法
は
、
私
的
独占

、

不
当
な
取
引
制
限
（
三
条
前
後
段
）

並
び
に
不
公
正
な
取
引
方
法
（
十
九
条
）
の
三
本
の
柱
か
ら
成
り
、
他
の
凡
て
の
条
項
（
勿
論
実
体
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
）
は
、
こ
の
三

範
砺
の
何
れ
か
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
梢
成
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
述
（
旧
）
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
独
禁
法
中
に
採
り
入
れ
ら

れ
た
八
条
は
、
果
し
て
ど
の
範
邸
に
所
屈
す
る
条
項
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？（

一

i

ラ

一
般
に
学
者
は
、
八
条
を
不
当
な
取
引
制
限
禁
止
の
系
列
に

属
す
る
規
定
と
し
て
理
解
す
る
。
今
村
教
授
も
、
「
不
当
な
取
引
制
限

）
禁
止
の
系
列
に
屈
し
、
こ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
、第
一
に
右
の
八
条
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
。
し
か
し
八
条
全
部

宗cfj
が
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止
規
定
と
解
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
、
教
授
の
次
の
陳
述
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
「
事

限
業
者
団
体
に
つ
い
て
の
禁
止
規
定
は
、
不
当
な
取
引
制
限
或
は
不
公
正
な
取
引
方
法
の
禁
止
か
ら
実
質
的
に
は
一
歩
も
踏
み
出
る
必
要
は

制O
t

な
い
の
で
あ
っ
て
、•

そ
の
範
囲
内
で
、
事
業
者
団
体
の
反
霰
累
行
す
る
惧
れ
の
あ
る
違
法
行
為
の
類
型
を
掲
げ
る
こ
と
」
で
、
独
禁
法
の

数如
補
完
法
と
し
て
は
一
応
十
分
で
あ
る
‘ヽ
、
と
。
そ
れ
で
は
、
八
条
一
項
各
号
は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

＂
三
条
後
段
が、

二
条

一
項
（
窓
業
者
の
定
義
）
を
う
け
て
、

事
業
者
の
不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止
を
規
定
し
た
の
に
対
し
、

察欺

八
条
一
項

こ
の
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説
一
号
は
、
二
条
二
項
（
亭
棠
者
団
体
の
定
義
）
を
う
け
て
、
事
業
者
団
体
の
不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止
を
規
定
し
た
。
八
条
一
項
二
号
は
、

論
六
条
（
特
定
の
問
際
的
協
定
又
は
契
約
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止
）
の
補
完
と
し
て
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
国
際
的
協
定
又
は
契
約
に
よ

る
不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
。

事
業
者
団
体
が
、

要
す
る
に
、
八
条
一
項
一
号
・
ニ
号
は
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止
を
追
加
的
に
規
定
し
て
い
る
し
、
八
条
一
項

吾
方
は
、

「
事
業
者
に
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
を
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
禁
止
し
て
い
る

（
つ
ま
り
、
惑
業
者
団
体
に
よ
る
不
公
正
な
取
引
方
法
の
禁
止
規
定
と
柄
さ
れ
る
）
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
八
条
一
項
一
号
・
ニ
号
及
び
五

号
は
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
と
不
公
正
な
取
引
方
法
と
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
独
禁
法
の
補
完
法
と
し
て

は
一
応
十
分
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
八
条
―

•項
三
号
は
、

事
業
者
団
体
に
よ
る
「
事
業
者
の
数
の
制
限
」
を
、
四
号
は
、
構
成
事
菜
者
の
機
能
又
は
活
動
の
不

当
な
制
限
を
禁
止
し
て
い
る
。
．

こ
れ
ら
は
、
事
業
者
団
体
法
五
条
一
項
五
号

・
六
号
の
規
定
を
移
し
か
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
采
し
て
こ
れ
ら
を
、
三
条
後
段
の
補
完
]

法
と
み
る
か
、
或
は
一
九
条
の
補
完
法
と
し
て
理
解
す
る
か
は
、
相
当
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
事
業
者
団
体
に

対
す
る
禁
止
規
定
は
、
「
不
当
な
取
引
制
限
或
は
不
公
正
な
取
引
方
法
の
禁
止
か
ら
実
質
的
に
は

一
歩
も
踏
み
出
る
必
要
は
な
い
。
」

し
た
が
っ
て
八
条
は
、
不
当
な
取
引
制
限
と
不
公
正
な
取
引
方
法
と
を
「
事
業
者
団
体
が
行
う
場
合
の
禁
止
条
項
と
し
て
構
成
さ
れ
て
．

い
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
号
は
一
応
措
く
と
し
て
、
三
号

「
事
業
者
の
数
の
制
[

限
」
の
問
題
を
分
析
す
る
と
、
果
し
て
こ
れ
を
右
の
何
れ
の
範
時
に
帰
屈
せ
し
め
る
べ
き
か
疑
わ
し
く
な
る
。
何
故
な
ら
、

三
で
述
べ
る
・

よ
う
に

、
「
数
の
制
限
」
の
内
容
を
な
す
具
体
的
諸
行
為
は
、
多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
か
ら
成
つ
て
お
り
、
し
~

が
っ
て
そ
れ
ら
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
概
念
に
分
解
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
審
決
は
、
或
る
場
合
に
は
分
解
し
て
解
釈
[
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し

ヽ

或

る
場
合
に
は

一
切
を

「数
の
制
限
」
に
遠
元
し
て
解
釈
し
、
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
、
「
数
の
制
限
」
が
へ
．不

当
な
取
引
制
限
の
一
穂
と
し
て
処
理
さ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
不
公
正
な
取
引
方
法
の
禁
止
の
系
列
に
お
い
て
捉
え
ら
る
べ
き
か
、
論

~
閉
、

の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
呵

「
数
の
制
限
」
を
何
れ
の
範
邸
に
屈
せ
．じ
め
る
か
に
よ
り
、
速
法
判
断
の
基
準
が
異
る
の
み
で
な
く
、
そ
の

．

IIl
で
詳
述
す
る
）
。
か
よ
う
に
、
「
数
の
制
限
」
の
所
屈
系
列

違
反
行
為
に
適
用
さ
れ
る
罰
則
や
排
除
措
置
も
異
る
の
で
あ
る
（
こ
の
点
二

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
理
論
上
の
問
題
で
あ
る
前
に
、
法
の
解
釈
適
用
上
必
要
で
あ
る
。
．
右
の
問
題
を
解
く
た
め
に
、
本
稿
で
は
、

・

「
数
の
制
限
」
の
意
義
（
二
）
と
そ
の
具
体
的
方
法
（
三
）
を
朋
ら
か
に
し
た
後
、
「
数
の
制
限
」

を
ど
の
よ
う
な
内
容
の
法
概
念
と
し
・

て
栴
成
す
る
か
、
、
ま
た
「
数
の
制
限
」
の
違
法
判
断
の
茄
準
を
ど
こ
に
求
め
る
か
（
四
、
五
）
と
い
う
順
序
で
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

先
づ
、
「
事
業
者
の
数
の
制
限
」
の
意
義
を
考
察
し
、
三
号
の
特
殊
な
性
格
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

（
一
）
田
島
義
怜
「
昭
和
三
八
年
十
二
月
三
十
日
朝
日
新
問
所
載
」
。
な
お
最
近
で
は
、

消
殻
者
物
価
の
高
脱
に
関
迎
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
管
理
価
格

や
流
通
扱
構
の
改
普
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
福
岡
県
に
お
け
る
野
菜
価
段
の
暴
落
に
よ
る
出
荷
閲
整
給
や
ら
、
巨
大
企
業
の
管
理
価
格
の
問
’

題
か
ら
中
小
業
亭
者
に
よ
る
流
逍
機
構
の
「
統
制
」
手
段
よ
る
に
価
格
維
持
行
為
に
至
る
ま
で
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

ヘ
・

（
三
）
田
島
・
飢
掲
紙
所
栽
゜

（二）
（四）

昭
和
三
十
年
大
正
製
槃
k

k
麿

（

蒻

芦

揺
嘩

翠

炉
）
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
た
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
流
行
、
松
一
、
，芸

屡

K
K
事

讐
二
年
（
勧
）
第
五
に
み
ら
れ
る
よ
う
た
特
約
店
契
約
に
よ
る
排
他
的
経
路
づ
く
り
は
、
競
争
の
激
化
と
共
に
甚
だ
し
い
。

．
、

冥

五
＂
（
号
審
決
集
匹
―
一
頁
）

（
五
）
試
み
に
公
正
取
引
委
員
会
の
寄
決
集
を
ひ
も
ど
か
れ
る
k
ょ
い
。
昭
和
三
二
年
以
降
の
存
件
は
九
0
％
ま
で
が
八
条
京
件
と

一
九
条
卒
件
で
、
な

栗
布
団
体
に
よ
る
市
沿
「
統
制
」
窮
件
で
あ
る
。
し
か
も
面
白
い
こ
と
は
、
殆
ん
ど
が
中
小
企
業
者
或
は
少
さ
な
個
人
江
業
考
逹
の
団
体
店
勁
の
取

・5・

．
締
り
で
あ
る
。
銀
行
合
併
や
造
船
会
社
の
合
併
等
大
企
棠
の
合
併
や
ヵ
ル
テ
ル
は
、

閂
際
茄
争
力
の
強
化
と
い
う
錦
の
み
旗
の
下
に
、
大
目
に
み
ら

4

゜
3
・

れ
、
中
小
企
槃
者
や
弱
少
亨
数
者
が
日
本
の
経
済
法
秩
序
を
独
り
で
乱
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
感
じ
す
ら
あ
る
。

, .. 



給．．説

（六）

「
数
の
制
限
」
の
意
義
と
そ
の
特
殊
性

.; 

「事
業
者
の
数
の
制
限
」
ま
た
は
「
数
の
制
限
」
に
カ
ッ
コ
を
付
け
た
の
は、

独
禁
法
八
条

一
項
三
号
に
い
う

「数
の
制
限
」
と
い
う
こ
と
で
、

爪
な
る
数
の
制
限
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

（
七
）
今
村
成
和

．
B
菜
考
団
体
法

（
昭
二
六
年
弘
文
堂
）
三
頁
引
用
。

・

（
八
）
今
村

・
前
掲
告
四
ー
六
頁
参
照
、
合
沢
良
雄

・
産
梨
法
「
近
代
法
発
迩
史
」
講
座
ぃ
二
七
三
ー
三

一
九
頁
参
照
3

（
九
）
今
村

・
前
掲

~A五真
六
照
。

(
+
）
巧
棠9
"団
体
法
（
昭
二
三
年
法
一
九
一
号
）•

第
五
条
は
、

卒
集
者
団
体
が
行
な
い
得
な
い
行
為
頚
型
を
一
号
か
ら
十
八
号
ま
で
規
定
し
て
い
た
。

（
十
一
）
正
田
彬

・
経
済
法
(
-
九
六
三
年
日
不
評
論
新
社
）

一
七
一
頁
念
照
。

（
十
二
）
事
棠
考
団
体
法
五
条
が
規
定
し
た
禁
止
項
目
十
八
項
目
の
中
、
独
禁
法
八
条
に
移
さ
れ
た
の
は
、
同
法
五
条

一
項
一
号
二
号
三
号
四
号
を
ま

．

と
め
て
、

不
当
な
取
引
制
限
と
し
て
、
八
条
一
項
一
号
に
移
し
、
五
＂

．
品
片
ハ
条
三
号
に
、
八
号
を
八
条
四
号
に
移
し、

他
の
規
定
は
、
カ
ッ
ト
さ
れ

た
。
そ
の
中
に
は
八
条
一
丑
或
は
八
条
五
号
に
含
U
れ
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
八
条
は
一
考
を
苺
す
る
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
十
三
）
今
村

・
前
掲
害
十

一
頁
。
と
は
い
え
今
村
教
授
も
「
す
ぺ
て
の
禁
止
行
為
が
、
厳
密
に
、
不
当
な
取
引
制
限
に
帰
者
す
る
と
は
限
ら
ぬ
」
と
云

っ
て
お
ら
れ
る
点
注
認
。
正
田
•

前
掲
缶
一
六
八
頁
。

（
＋
四
）
今
村
教
授
の
御
説
叫
で
あ
っ
た
と
記
位
す
る
が
、
現
在
掲
戚
さ
れ
た
仙
所
を
見
失
っ

た
の
で
、
一
応
貿
保
し
て
お
く
。

（
十
五
）
＊
稿
『
四
「
致
の
制
限
」
と
具
体
的
行
為
と
の
関
述
』
を
読
む
と
更
に
詳
細
に
窓
味
が
わ
か
る
と
思
う
の
で
こ
こ
で
は
説
明
：
省
略
す
る
9

,
l
)
（

滋

義

）

↓

業

者

団

体

法

五

条

一
項
五
号
は
、

U
H
 

「
一
定
の
事
粟
分
野
に
お
け
る
取
在
若
し
く
は
将
来
の
事
業
者
の
数
を
制
限

、3Q(4 • 5 • 8)竿



た
が
、
そ
れ
は
、
昭
和
二
八
年
の
独
禁
法
改
正
の
際
に
（
こ
の
時
卒
業
者
団
体
法

し
，、又
は
そ
の
制
限
に
醤
手
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い

に
移
し
か
え
ら
れ
た
9

、

そ
の
ま
ま
独
禁
法
八
条
一
項
三
号

（
以
下
単
に
三
号
と
い
う
）

も
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
）
、
沿
手
条
項
を
除
い
て
、

を
禁
止
し
た
現
行
三
号
で
あ
る
。
こ
こ
で

る
現
在
又
は
将
来
の
事
業
者
の
数
を
制
限
す
る
こ
と
」

こ
れ
が
、
「
一
定
の
事
業
分
野
に
お
け

ー

ぃ
囚
「
現
在
又
は
将
来
の
事
業
者
の
数
を
制
限
す
る
」
と
は
、
「
現
在
の
事
業
者
の
数
を
減
少
す
る
よ
う
に
し
た
り
、ハ．現
在
叉
は
将
来
の

（

一

）

事
業
者
の
一
定
数
以
上
の
地
加
を
妨
げ
た
り
す
る
行
為
で
あ
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
・ま
た
他
の
説
で
は
、
「
事
業
者
と
し
て
活
動
し
う
る

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
現
在
及
び
将
来
の
事
業
者
の
数
の
減
少
或
は

．

者
の
数
に
つ
い
て
、
事
業
者
団
体
が
何
ら
か
の
形
で
統
制
す
る
こ
と

（

二

）

こ
と
と
説
か
れ
る
。
「
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
具
体
的
に
は
休
廃
業
の
強
制
又
は
新
規
問

将
来
に
お
け
る
事
業
者
の
増
加
を
阻
止
す
る
」

業
の
阻
止
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
る
。
」

入
固
こ
こ
に
一
k
う
「
事
業
者
」
、と
は
？

二
条
六
項
（
不
当
な
取
引
制
限
）
に
お
け
る
事
業
者
概
念
は、

同
じ
レ
ベ
ル
の
事
業
者
を
指
す
の

か
え
れ
ば
、
三

同
じ
平
面
の
み
で
な
く
縦
の
関
係
に
お
け
る
事
業
者
を
も
含
ん
で
い
る
。
い
い

、
う
「
事
業
者
」
は
、

に
対
し
、
三
号
に
し

る

「
事
業
者
」
及
び
「
取
引
上
の
関
係
を
有
す
る
事
業
者

、

「
当
該
事
業
者
団
体
の
構
成
員
と
、
縦
の
関
係
に
お
け

号
の
「
事
業
者
」
は

例
え
ば
●
小
売
業
者
の
競
争
を
制
限
す
る
た
め
に
卸
売
業
者
団
体
が
、
小
売
業
者
の
数
を
制
限
す
る
よ
う
な

（

三

）

を
も
含
む
」
と
解
さ
れ
る
f

）
．ヽ
場
合
で
あ
る
。

宗

「一
、定
の
取
引
分
野
」
と
は
異
る
。
「
一
定
の

s
c本
号
に
い
う
「
．一
定
の
事
業
分
野
」
は
、
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
'

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
一
定
の
事
業
分
野
」

限

‘

・
相
対
立
す
る
競
争
事
業
者
の
取
引
関
係
を
前
提
と
し
て
成
り
立
つ

取
引
分
野
」
が

制の
は
、
例
え
ば
、
．．
 
，‘[
綿
業
、鉄
鋼
業
と
い
う
よ
う
に
、
生
産
者
|
ー
中
間
販
売
業
者
ー
ー
販
売
業
者
|
ー
関
連
事
業
者
の
系
列
の
如
く
、
．縦

・

（

四

）

数の者
の
関
係
を
も
含
」
ん
で
成
立
す
る
と
解
さ
れ
る
。

‘

`

．
「
数
の
制
限
」
概
念
に
つ
い
て
の
以
上
の
通
説
的
見
解
に
対
し
格
別
異
謡
を
挟
む
必
要
は
殆
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
種
々
の
解
釈
や
審
決

業事

．

. ·. ~0(4~ ~· ~)~2~ 
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説

を

綜
合
し
て
、
私
な
り
に
要
約
じ
て
み
る
と
、

＂「事
業
者
の
数
の
制
限
1
と
は
？
事
業
者
団
体
が
、
横
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
れ
縦
の
関

論

係
に
お
い
て
で
あ
れ
、

事

業
を
営
む
第
三
者
或
は
営
も
う
と
す
る
第
三
者
に
対
し
て
、
団
体
へ
の
加
入
制
限
や
ポ
イ
コ
ッ

9
そ
の
他
い
囮

,、

か
な
る
手
段
を
用
い
る
か
を
問
わ
ず
、
，
新
規
開
業
を
困
難
な
ら
し
め
た
り
、
休
廃
業
に
至
ら
し
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
が
事

5
.
 

.
 、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

実
上
'
‘営
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
或
は
営
業
不
能
の
状
態
に
陥
る
お
そ
れ
の
あ
る
均
合
を
い
う
。

簡
単
な
表
現
を
用
い
れ
ば
、

0
O• 

、
、
、
、

3
・

・

「
数
の
制
限
」
と
は
、
，
事
業
者
団
体
に
よ
る
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
で
あ
り
●
そ
の
成
立
要
件
は
、
缶
m
場
参
加
拒
否
に
よ
る
堂
業
不
能

、
、
、
、

r

状
態
の
窓
起

（
或
は
そ
の
お
そ
れ
あ
る
こ
と
）
で
あ
る
。
審
決
を
通
観
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
よ
う
な

＇「数
の
制
限
」
は、

屯
業
者
団

体
の
棉
成
貝
が
、
．
二
条
七
項
の
不
公
正
な
取
引
方
法
を
用
い
た
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
ば
、
三
「
数
の
制
限
」
の
方
法
と

不
公
正
な
取
引
方
法
で
詳
述
す
る
）

ぃ

詞
'
(

l
i

一
号
の
特
殊
性
）

l

|
と
こ
ろ
で
、
右
に
規
定
し
た
「
数
の
制
限
」
．概
念
は
、
通
説
の
よ
う
に
、
不
当
な
取
引
制
限
の
範
昭
に
帰

屈
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？

＿

・ア
メ
リ
カ
の
反
ト
ラ
ス
|
法
に
お
け
る
よ
う
に
，
，不
当
な
取
引
制
限
は
、
「
事
業
者
の
共
同
行
為
に
よ
っ
て
、
市
場
に
お
け
る
相
互
の

．．
 
．．
 

｛五
）

．

競
争
を
な
く
す
る
こ
と
ぱ
か
り
で
な
く
、
第
三
者
の
競
争
を
抑
圧
す
る
こ
士
」
．を
も
含
む
と
解
す
る
な
ら
ば
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
「
事↓

粟

者

の
数
の
制
限
」
は
、
ま
さ
に
第
三
者
の
競
争
の
抑
圧

・
排
除
行
為
と
し
て
、
不
当
な
取
引
制
限
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
、休
廃

業
の
強
制
な
い
し
新
規
開
業
の
阻
止
の
目
的
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
「
数
の
制
限
」
．
は
、

．市
場
の
開
放
性
を
妨
げ
る
行
為
の
典
型
で
あ
]

＇

（さ

り
、
.'し
た
が
っ
て
、

．
「そ
の
効
果
に
お
い
て
は
9

八
条

一
項
一
号
に
帰
着
す
る
と
み
て
よ
い
」
と
説
か
れ
る
の
も
肯
か
れ
得
る
。

．
 

．
 
し
か
し
わ
が
独
禁
法
は
、
不
当
な
取
引
制
限
の
中
に
、
第
三
者
の
競
争
排
除
を
も
当
然
に
含
ん
で
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？
‘

若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
、
．
「数
の
制
限
」
の
禁
止
規
定
は
、
．
八
条
一
項
'―
号
（
亭
集
者
団
体
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
）
．の
単
な
る
繰
返
し
・

に
す
ぎ
な
く
な
る
9

，私
は
ー
，日
本
の
独
禁
法
及
び
こ
れ
ま
で
の
判
例

・
審
決
で
は
、
不
当
な
取
引
制
限
は

「事
業
者
の
共
同
行
為
に
よ
っ

••• .•..

• 
，．
、．，
．． 
'’. 

、

．
．．．
 

、•
•.. 

9
9
,

•

'
ヽ

9

9
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（七）

で
、
市
塙
に
お
け
る
相
互
の
競
争
を
な
く
す
こ
と
」
の
規
制
に
主
眼
が
お
か
れ
て
き
た
と
理
解
す
る
9

し
た
が
っ
て
、
第
三
者
の
市
場
参
-

加
を
抑
圧
す
る
行
為
の
形
態
と
し
て
は
、
「
数
の
制
限
」
な
る
別
個
の
法
概
念
が
規
定
さ
れ
た
と
解
釈
し
た
い
。
確
か
に
、
ア
メ
リ
カ
の
[

反

I
フ
ス
●
法
は
、
不
当
な
取
引
制
限
概
念
に
＼
市
場
の
自
由
性
と
開
放
性
の
両
者
の
侵
害
を
含
ま
せ
て
い
る
。
そ
れ
故
ボ
イ
コ
ッ

t
の”

・
（八）

よ
う
な
行
為
も
不
当
な
取
引
制
限
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
号
の
事
業
者
団
体
に
よ
る
新
た
な
競
争
者
の
出
現
を
妨
害．

す
る
「
数
の
制
限
」
行
為
（
市
場
の
開
放
性
を
妨
げ
る
行
為
）
は
、

的
行
為
と
し
て
行
な
わ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
加
入
制
限

・
拒
否
や
ボ
イ
コ
ッ
●
そ
の
他
の
営
業
妨
害
‘

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
規
制
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
ア
メ
リ

イ
9
9
ガ
ル
バ
ー
シ
ー

カ
法
で
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、
ポ
イ
コ
ッ
ト
が
、
当
然
違
法
と
し
て
不
当
な
取
引
制
限
に
該
当
す
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
9

わ
が
・

国
の
判
例

・
密
決
で
は
、
不
当
な
取
引
制
限
は
カ
ル
テ
ル
行
為
に
限
り
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
縦
の
制
限
は
こ
れ
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
i

．．
う
な
三
号
の
特
殊
性
か
ら
考
え
る
と
、
．、
こ
れ
を
通
説
の
よ
う
に
安
易
に
不
当
な
取
引
制
限
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
ろ
う
。

の
系
列
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
必
要
性
）
ー
ー
・「
数
の
制
限
」
の
独
禁
法
上
の
地
位
を
明
ら
か
に
す
る
（
そ
れ
は
ひ
い
て
．

（独
禁
法
土

ぼ
述
法
判
断
の
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
）
必
要
の
実
質
的
理
由
と
し
てへ
．
こ
れ
ま
で
三
号
の
特
殊
な
性
格
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
{

（
こ
の
点
に
つ
い
イ
は
、
—
―l、
四
で
述
ぺ
る
と
こ
ろ
よ
り
一屈
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
）
。
、し
か
し
、

三
号
の
独
禁
法
上
の
地
位
を
明

r

ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
三
条
や
一
九
条
の
規
定
の
性
格
、
排
除
措
翫
並
び
に
罰
則
の
規
定
か
ら
も
当
然
に
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と

宗

[
 
．．
 

S

思
ぅ
9

次
に
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

"

.

.

.

‘

.

.
.
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，：
ll．
違
法
行
為
類
型
と
指
定
行
為
類
型
ー

不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
旧
法
四
条
や
現
行
二
条
六
項
の

「
対
価
を
決
定
し
？
維
持
[
:

艮制

.
、

•
…
…
…

…
;

... 」
と
い
う
行
為
は
、
違
法
行
為
の
類
型
と
し
て
例
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
●

特
別
の
適
用
除
外
規
定
が
な
い
限
り
、
違
法

、．

の

．

数

、

5
”

•

•
•

• 

6

九）

の
＇

．

4・ 

と
さ
れ
る
f

こ
れ
に
対
し
、
不
公
正
な
取
引
方
法
の
場
合
は
、し
公
正
取
引
委
貝
会
の
指
定
に
よ
っ
て
、
，
違
法
の
認
定
が
下
さ
れ
る
指
定
行

・

．．者業事
為
類
型
と
な
っ
て
い
る
。
二
条
七
項
各

号
に
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
つ
い
て
の
行
為
類型
が
掲
げ
ら
れ
（
更
に
、9•
各
岩
を
受
け
て
、

告
示
如iぃ

,・.-:・ 



論 説

に
よ
り
一
般
指
定
並
び
に
特
別
指
定
が
定
立
さ
れ
ズ
い
る
）
、
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
行
為
の
中
、
公
正
取
引
委
員
会
が
指
定
し
た
湯
合
に
始
め
て

126.

(
1
0
)

）
.
 

そ
の
違
法
性
が
確
定
さ
れ
る。
』
前
者
が
速
法
行
為
類
型
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
を
違
法
行
為
指
定
類
型
と
称
し
て
お
こ
う
9

「
数
の
制

12

限
」
を
そ
の
何
れ
に
属
す
る
と
解
す
る
か
に
よ
り
、
違
法
判
断
の
法
的
手
続
が
異
る
ゆ
え
、
そ
の
性
格
や
帰
屈
系
列
を
明
ら
か
に
す
る
こ
．
心4
 
Q
 

と
は
、
そ
の
適
用
に
際
し
重
要
で
あ
る
。
ま
た
か
り
に
、
両
者
の
何
れ
に
も
屈
せ
し
め
ず
、
中
問
的
な
も
の
と
し
て
規
定
す
る
場
合
、

3
 

そ
れ
を
い
か
な
る
性
格
の
行
為
類
型
と
し
て
把
え
る
べ
き
か
は
、

法
解
釈
上
考
磁
さ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

•四
．
罰
則
規
定
に
お
け
る
差
異
か
ら
も
要
請
さ
れ
る
9
す
な
わ
ち
●
八
条
一
項
一
号
述
反
の
瑞
合
に
は
、
八
九
条
二
号
で
、
「
三
年
以

下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
」
．と
さ
れ
る
（
三
条
後
段
述
反
の
場
合
と
同
じ
）
の
に
対
し
、

B

数
の
制
限
」
速
反
の
場
合
に
は
、
九

0
条
二
号
に
よ
り
、

「
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
J

と
さ
れ
、

．事
業
者
団
体
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
よ
り
、
明
ら

か
に
軽
い
扱
い
を
う
け
て
い
る
。
他
方
、
不
公
正
な
取
引
方
法
（
一
九
条
）

＇述
反
に
対
し
て
は
罰
則
規
定
は
な
い
。

、
そ
の
意
味
で
三
号

は
●
不
当
な
取
引
制
限
の
軽
度
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
．し
か
し
、
不
当
な
取
引
制
限
の
例
示
規
定
と
解
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
（
例
示
規
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
四
に
て
述
ぺ
る
）
。

．

：
し
か
し
罰
則
規
定
か
ら
み
る
限
り
、
．
「
数
の
制
限
」
は
、
不
当
な
取
引
制
限
と
不
公
正
な
取
引
方
法
の
中
間
に
あ
り
な
が
ら
、
不
当
な

取
引
制
限
に
近
く
お
か
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
•

]
.
. .

，”
⑱

．排
除
措
置
に
つ
い
て
み
て
も
、
不
当
な
取
引
制
限
の
場
合
に
は
・

・「
事
業
者
に
対
し
、
屈
出
を
命
じ
、
又
は
当
該
行
為
の
差
止
、

営
業
の
一
部
譲
渡
、
そ
の
弛
こ
れ
ら
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
拮
臨
を
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
七
条
）

の
に
対
し
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
つ
い
て
は
9

二
十
条
で
差
止
命
令
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

‘

.

.

.

••
以
上
の
よ
う
な
罰
則
や
排
除
措
凪
に
関
す
る
両
者
の
取
扱
い
上
の
差
異
か
ら
み
て
も
、
「
数
の
制
限
」

、

を
不
当
な
取
引
制
限
の
系
列
に

屈
す
る
と
み
る
か
、

、或
は
不
公
正
な
取
引
方
法
の
．
系
列
に
属
す
る
と
み
る
か
に
よ
り
、
法
的
手
続
や
効
果
に
お
い
て
煎
要
な
差
異
を
生
ず



序梁者の数の制限（丹宗）•

る
。
こ
の
点
か
ら
も
「
数
の
制
限
」
の
所
属
系
列
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
事
業
者
団
体
の
行
為
に
対
す
る
八
条
の
ニ

・
一
項
の
排
除
措
趾
で
は
、
八
条
一
項
一
号
と
同
条
一
項
五
号

引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
）
該
当
行
為
の
排
除
措
置
と
の
間
に
は
何
ら
差
異
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
七
条
の
不
当
な
取

．
引
制
限
の
排
除
措
置
と
同
じ
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
八
条
一
号
と
五
号
の
排
除
措
盟
に
つ
い
て
、
差
異
を
設
け
な
か
っ
た
の
は
、
立
法

者
の
不
注
窓
に
甚
く
の
か
、
或
は
事
業
者
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
と
不
公
正
な
取
引
方
法
と
の
問
に
は
、
異
っ
た
排
除
措
謹
が
必
要
で

あ
る
が
、
罪
菜
者
団
仇
の
行
為
に
関
す
る
限
り
、
両
者
の
間
の
排
除
措
置
に
は
差
異
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
云
う
考
え
に
基
く
の
か
、

或
は
耶
菜
者
団
似
が
、
「
事
業
者
に
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
」
は
、

「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
と
な
る
と
い
う
考
え
に
基
く
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
．

「
数
の
制
限
」
．

以
上
、
遅
法
行
為
類
型
の
性
格
、
罰
則
、
排
除
措
訟
等
法
の
規
定
や
構
造
の
面
か
ら
み
て
も
、

せ
し
め
る
か
は
、
か
な
り
煎
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
得
た
と
思
う
。

、
ま
た
罰
則
規
定

＇（
八
九
条
、，
九
0
条
）
か
ら
み
て
も
、

通
説
が
、
八
条
を
不
当
な
取
引
制
限
の
補
完
法
と
解
す
る
こ
と

し
、

「
数
の
制
限
」
の
方
法
と
し
て
の
具
体
的

が
、
不
当
・な
取
引
制
限
に
近
く
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
し
か

し
た
が
っ
て

「数
の
制
限
」
を
、
か
り
に
不
当
な
取
引
制
限
に
帰

行
為
は
、
多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
る
。
ッ
ト
や
加
入
制
限
（
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
）
が
、
ど
う
し
て
不

属
せ
し
め
る
場
合
で
も
、
「
数
の
制
限
」
の
内
容
を
な
す
ポ
イ
コ

て
は
、
別
途
に
考
察
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

当
な
取
引
制
限
の
一
形
態
で
あ
る
「
数
の
制
限
」
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
か
に
つ
い

そ
れ
故
次
に
、
「
数
の
制
限
」
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
具
体
的
諸
行
為
を
、
審
決
を
通
じ
て
検
討
し
、

限

・
拒
否
や
ポ
イ
コ
ッ
ト
の
よ
う
な
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
が
、

し
た
い
と
思
う
。

し
か
る
後
に
、
加
入
制

「
数
の
制
限
」
と
な
る
タ
ー
ニ
ン
グ

・
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら
か
に

「
数
の
制
限
」
を
何
れ
の
系
列
に
所
屈

不
当
な
取
引
制
限
と
同
じ
程
度
の

（
不
公
正
な
取

30-(4'.~5• 13);327 



・、 ●: .-------.;_ -

．
説

・
（
一
）
公
正
取
引
委
貝
会
編

・
「
改
正
独
占
禁
止
法
解
説
」

．（
以
下
「
解
説
」
と
略
称
す
る
こ
と
あ
り
）
（
昭
和
二
九
年
日
本
経
済
新
皿
社
）
一
五
八
頁

＆

躙

ぃ

9-.
 

．
 
弓
用
。

（
二
）
峯
村

・
正
田

・
私
的
独
占
禁
止
法
（
コ
ン
メ
ッ
タ
ー
ル
27)
（
昭
和
三
七
年
日
本
評
諭
新
社
）
二
三
六
頁
引
用
。
｀
．

、
（
三
）
公
正
取
引
委
員
会
編

・
前
掲
書
一
五
七
頁
。

（
四
）
公
取
編

・
前
掲
杏
一
五
七
頁
、
田
中
誠
ニ
・
経
済
法
（
昭
三
七
年
千
倉
宙
房
）
1

-

三
頁
に
も
概
ね
同
旨
。

．

．

．

．

．

 

・

（
五
）
今
村

・
前
掲
臼
一
八
六
頁
引
用
。

．

．

・（六）
．今
村

・
独
占
禁
止
法
（
法
律
学
仝
集
52)

（
昭
和
＿
―-
六
年
有
斐
閣
）
一
五
一
頁
a

.

.

 

,
 

、

（七）
、新
闘
販
路
協
定
吝
件
で
は
、
縦
の
制
限
は
不
当
な
取
引
制
限
に
入
ら
ず
と
さ
れ
る
。
純
粋
に
水
平
的
結
合
の
み
が
●
不
当
な
取
引
制
限
と
な
る
と

こ
の
立
船
に
た
っ
と
、
取
引
段
階
の
異
る
卒
菜
者
が
第
三
省
の
市
培
参
加
拒
否
を
な
し
た
的
は
、
不
当
な
取
引
制

．

‘
•

い
う
（類
麟
仁
八
年
高
裁
民
。

号
四
三
五
頁
）

．

限
に
は
入
り
得
ぬ
。
こ
れ
に
対
し
、
福
光
教
授
は
、
「
縦
の
結
合
に
よ
る
取
引
制
限
」
な
る
論
文
に
お
い
て
そ
れ
に
反
対
し
、
縦
の
結
合
に
よ
る
取

引
制
限
も
不
当
な
取
引
制
限
に
入
れ
る
ぺ
き
と
主
張
、
神
戸
法
学
雑
誌
五
巻
一

・
ニ
弓
八
二
頁
以
下
。

‘

令
ハ
）
こ
の
代
表
的
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

E^
a
s
te
r
n
・S
t
a
te
s
 R
e
tai
l
 L
u
m
b
e
r
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
v
.
 
U
.
S
.
 (
1
9
1
4
)
 

2
3
4
・:・

U
.
S
.
 
6
0
0.
 
3
4
,
 

S
u
p. 
C
t.
 9
5
t
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
も
不
公
正
な
競
手
方
法
と
し
て
ポ
イ
コ
ッ
ト
が
処
瑯
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
•

F
e
d
e
r
a_l
・T
r
a
d
e
 

C
o
m

m
is●
 

o
n
 
V• 

R
a
y
m
o
n
d
 B
r
o
r
s
 C
la
rk
.
 C
o
.
 ・(
1
9
24
)
 

263 U
.
 S.
 
5
6
5.
 

G

九
）
旧
法
第
四
条
の
存
在
し
た
的
に
は
、
こ
の
例
示
的
性
格
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
現
行
法
で
は
、
定
義
親
定
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
例
示
と

．
い
う
こ
と
に
は
多
少
問
題
が
残
る
9

不
当
な
取
引
闊
限
の
行
為
類
型
を
制
限
列
挙
し
た
も
の
と
は
解
し
な
い
。

^
+
）
今
村

彎
独
占
禁
止
法
八
C
頁
硲
照
「
各
毎
列
学
の
行
為
ば
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
具
体
的
な
行
為
類
型
と
し
て
の
政
味
を
も
た
ず
、

Iftに
公
取

の
指
定
の
枠
な
い
し
基
準
に
過
ぎ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
」

¢̀
 

.' 

．＇ 
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m
「
数
の
制
限
」
の
方
法
（
具
体
的
行
為
）
ー
「
事
棠
者
の
数
の
制
限」
・
規
定
た
る
八
条
一
項
三
号
（
昭
和
二
八
年
の
独
禁
法
改
正

以
前
は
事
業
考
団
体
法
五
条
一
項
五
号
）
違
反
と
さ
れ
た
事
件
は
、
こ
れ
ま
で
九
件
（
何
れ
も
筈
決
）
を
数
え
る
。
そ
れ
ら
九
件
の
事
件
を
分

折
し
、
「
数
の
制
限
」
の
方
法
と
し
て
ど
の
よ
う
な
手
段
が
用
い
ら
れ
た
か
を
大
別
し
て
み
る
と
、

山
組
合
な
い
し
団
体
加
入
制
限
な

い
し
加
入
拒
否
（
以
F
加
入
制
限
・
拒
否
と
い
う
）

ー
ー
＇
組
合
貝

資
格
取
得
の
制
限
に
絡
ま
せ
て
加
入
制
限

・
拒
否
を
な
す
場
合
と
単
純
に

加
入
制
限

・
拒
否
を
な
す
場
合
と
が
あ
る
ー
ー
、
切
官
公
庁
に
対
す
る
推
即
拒
否
や
新
規
免
許
申
請
の
取
下
げ
を
さ
せ
る
行
為
、

岡
，

組
合
（
又
は
団
体
）
規
約
述
反
者
に
対
す
る
罰
則
に
よ
る
強
制
、
固
ポ
イ

n
ッ
ト
ー
ー
不
当
な
取
引
拒
否

(11
一
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
）
と
排
他

条
件
付
契
約
(1
1

二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
）
＇
—

ー
、
固

拘
束
条
件
付
契
約
、
等
々
で
あ
る
。
右
の

m
切
は
、
事
菜
者
団
体
に
よ
る
第
三
者
の

団
体
へ
の
加
入
制
限

・9
拒
否
11
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
⑥
山
固
は
、
加
入
制
限

・
拒
否
を
実
効

あ
ら
し
め
る
た
め
の
補
助
的
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
に
事
業
者
団
体
（
多
く
は
粗
合
）
は
、
独
禁
法
二
四
条

(In合
活
動
承
誌
の
根
拠
規
定
）
に
よ
り
、
適
用
除
外
と
さ
れ
な
い
限
り
、
事

業
者
団
体
と
し
て
団
体
活
動
は
違
法
と
な
る
。
審
決
に
現
わ
れ
た
大
部
分
の
事
業
者
団
体
は
、
組
合
へ
の
加
入
制
限

・
拒
否
を
な
す
こ
と

宗
に
よ
り
、
二
四
条
二
項
（
任
窪
加
入

・
任
双
脱
退
の
団
体
に
限
り
柄
勁
が
認
め
ら
れ
る
）
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
適
用
除
外
団

(
＇
-

）

．
 

g
 体
，た
り
え
ず
、

「
数
の
制
限
」
に
関
す
る
八
条
三
号
に
述
反
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
と

？
ズ
い
る
。
と
も
あ
れ
、
右
に
あ
げ
た
賭
行
為

29

9

3
 

限

の
中
f'•
こ
の
加
入
制
限
●

拒
否
と
い
う
手
段
に
よ
る
新
規
開
業
者
や
第
三
者
の
競
争
抑
圧
行
為
が
最
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
手
段
で
あ
の

A
 
の数

．

プ
9
ス

5

る
。
•
こ
れ
を

一庖
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、加
入
制
限
・

拒
否
に
ボ
イ

n
ッ

ト
が
併
せ
用
い
ら
れ
る
。
加
入
制
限
・
拒
否
＋
ポ
イ
コ
ッ

．

の者哄

，

30
9
 

事
卜
と
い
う
ケ
ー
ス
は
、
1
二
号
違
反
事
件
九
件
中
五
件
に
及
ん
で
い
る
。
．

「
数
の
制
限
」
の
方
法
．
（
具
体
的

行
為
）

と
不
公
正
な
取
引
方
法



い
組
合
は
、

と
福

30

（
昭
和
二
四
生
判
璽
ハ
号
一

3
 

競
単
純
に
加
入
制
限•拒
否
の
み
で
、・
三
号
違
反
と
さ
れ
た
ク
ー
ス
は
、．大
阪
府
紙
二
次
製
品
工
業
会
事
件
審
決
集
←
八
六
頁
ー

、
、
、

綸
井
魚
商
協
同
組
合
事
件
（
頭
咋
起
罪
呼
「
輝
泣
叫
に
）
の
二
件
で
あ
る
。
純
枠
に
ポ
イ
コ
ッ
ト
の
み
で
「
数
の
制
限
」
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は

一

囮5
 

件
も
な
い
。
何
故
な
ら
、
「
数
の
制
限
」
．は
、
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
を
違
法
要
索
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
加
入
制
限

4
 

・
拒
否
（
或
は
休
廃
業
に
至
ら
し
め
る
）
行
為
が
へ
「
数
の
制
限
」
の
基
本
的
違
法
要
素
を
な
す
の
に
対
し
、

ポ
イ
コ
ッ
ト
は
、
そ

れ

を

（

゜
3
 

一
層
有
効
な
ら
し
め
る
た
め
の
補
助
的
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
か
ら
。

．

．
 

総
論
は
こ
れ
位
に
し
て
、

「
数
の
制
限
」
を
構
成
す
る
諸
行
為
を
具
体
的
に
審
決
を
通
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

m
加
入
制
限
，
拒
否

1
囚
組
合
貝
資
格
取
得
の
制
限
を
通
じ
て
加
入
制
限

・
拒
否
を
行
っ
た
例

Hl宇
邪
宮
甜
呆
商
組
合
規
則
に
ょ
れ
ば
、
百
固
に
つ
き
滋
合
貝
一
名
と
い
う
某
準
を
設
け
、
新
規
加
入
に
よ
っ
て
、
組
合
員
間
に
右
の
間
隔
が
保
た

（
三

）

れ
な
く
な
ゑ
砺
合
に
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
て
組
合
員
の
新
規
加
入
を
制
限
し
た

（宇
都
宮
宵
果
食
品
商
業
協
同
組
合
事
件
）
。

本
件
は
、
組
合
員
の
資
格
取
得
に
地
域
的
制
限
が
加
え
ら
れ
た
場
合
で
あ
る
。

回
被
審
人
福
井
焦
西
協
固
組
合
は
、
昭
和
二
五
年
五
月
六
日
に
定
め
ら
れ
た
巾
合
せ
規
約
が
一
＿
一
条
に
お
い
て
、

「
本
組
合
員
の
従
染
員
が
誠
怠
効
絞

七
ケ
年
以
上
に
及
び
其
の
屈
主
の
巾
出
に
依
り
、
開
莱
せ
ん
と
す
る
時
は
、
其
の
屈
主
の
所
屈
部
又
は
そ
の
故
郷
の
部
に
加
盟
し
、
そ
の
部
は
こ
れ
を

．

準
組
合
員
と
す
る
。
屈
王
の
巾
出
に
よ
ら
ざ
る
貯
は
部
役
員
こ
れ
を
決
す
。
」
ま
た
四
条
に
お
い
て
、
‘.
「
前
条
に
よ
り
開
業
の
場
合
は
、

一
ケ
月
以
前

•. 

,

G

匹
）
．

に
近
隣
三
名
の
固
慈
を
得
て
所
屈
部
飯
に
申
出
て
、
部
民
は
組
合
炭
の
承
認
を
受
ぐ
る
」
旨
を
規
定
し
て
い
る

（`
福
井
焦
商
協
同
組
合
江
五
件
）
．o

．

こ
こ
で
は
、
誠
窓
動
続
七
カ
年
以
上
と
い
う
劫
続
年
数
と
同
時
に
、

近
隣
三
名
の
同
意
、

組
合
長
の
承
認
と
い
う
組
合
加
入
条
件
を
付

し
、
そ
れ
に
よ
？
て
加
入
制
限
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
外
勤
続
年
数
で
し
ぼ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

山
形
洵
戟
物
仲

買
人
協
同
組
合
事
件
が
あ
る
。

「定
款
印
八
条
に
お
い
印
組
合
の
組
合
偵
た
る
資
格
を
食
品
衛
生
法
に
よ
る
謡
柴
許
可
を
受
け
て
、
水
産
物
の
小
売
を
行
な
ぅ
小
俎
、



・事業者の数の制限 （丹宗）

模
事
業
者
で
あ
っ
て
、
糾
合
の
地
区
内
に
店
舗
を
有
す
る
者
と
定
め
、
ま
た
同
第
九
条
に
お
い
て
、
右
の
資
格
を
有
す
る
者
は
、
理
京
会
の
決
定
に
よ

り
、
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
に
当
っ
て
は
、
別
個
に
設
け
ら
れ
た
山
形
海
産
物
仲
買
人
協
同
組
合
規
約
第

三
条
に
お
い
て
、
組
合
に
加
入
し
よ
う
と
す
る
者
の
資
格
を
、
同
一
組
合
員
の
営
業
所
に
五
年
以
上
効
務
し
、
か
つ
そ
の
組
合
員
に
よ
り
推
刺
さ
れ
た

者
、
ま
た
は
組
合
員
の
持
分
を
譲
り
う
け
た
者
に
限
定
し
、
加
入
し
よ
う
と
す
る
者
の
開
店
場
所
は
、

地
元
組
合
員
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

•(E) 

，
い
」
こ
と
を
定
め
実
施
し
て
い
る

（山
形
海
産
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
）
。

右
の
福
井
魚
商
協
同
組
合
事
件
や
山
形
海
産
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
に
お
け
る
組
合
規
約
を
見
る
と
、
職
業
選
択
の
自
由

・
営
業
の
自

由
を
規
定
し
て
い
る
憲
法
の
下
に
お
い
て
、
な
お
中
世
的
・
徒
弟
的
と
も
思
わ
れ
る
職
業
選
択
の
方
法
が
柚
行
し
て
い
る
の
に
競
か
ざ
る

を
得
な
い
。
右
二
件
程
組
合
員
資
格
取
得
が
徒
弟
的
条
件
に
し
ば
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

目
鳥
取
育
果
商
組
合
定
款
第
六
条
も
、

「
新
加
入
者
は
紐
合
員
の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
、
宵
呆
組
合
は
、
こ
の
規
定
を
、

「近
隣

組
合
員
三
名
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
」
も
の
と
し
て
運
営
し
て
い
た
。
，
更
に
同
第
六
条
に
は
、
第
三
項
を
設
け
、
「
新
加
入
者
は
第
三
条
第
二
項
の
資

（六）

格
を
有
し
、
加
入
を
申
し
出
た
る
場
合
は
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
決
定
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
（
鳥
取
育
果
商
組
合
事
件
）
。

・

以
上
の
例
は
、
組
合
員
資
格
の
取
得
に
条
件
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
組
合
へ
の
加
入
制
限

・
拒
否
を
行
な
っ
て
き
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
次
は

園
単
純
に
加
入
制
限

●
拒
否
を
行
な
っ
た
例

困
被
審
人
三
霊
特
約
供
所
給
が
、

．
「
三
霞
県
下
の
一
般
書
籍
雑
誌
商
で
あ
る
平
松
正
一
ほ
か
十
一
．名
の
者
か
ら
、
昭
和
二
五
年
七
月
六
日
付
文
杏
を

も
っ
て
、
昭
和
二
六
年
度
教
科
書
の
取
次
供
給
業
務
を
行
な
う
取
次
店
に
加
え
ら
れ
た
い
と
の
巾
込
を
う
け
な
が
ら
・
・
・
・
・
・
・
：
明
言
を
さ
け
、
回
答
を
延

期
し
て
、
・事
実
上
こ
れ
ら
の
者
の
取
次
供
給
業
務
に
加
入
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
惑
度
を
示
し
た
」
こ
と
は
、

・

（七）

:、
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
（
東
京
宙
籍
事
件
）
_
o
 

：： 

．
 3
 
3
 
‘,／ 7
 

．
 

．
 

5
 

「
教
科
杏
取
次
店
数
の
制
限
を
す
る

い（
 
.0
 
3
 

‘
.
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.
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．
 



説

本

件

で

は

、
組
合
且
狡
格
取
街
に
条
件
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
組
合
に
加
入
し
な
け
れ
ば
営
棠
を
行
い
褐
な
い
状
隙
の
中
で
、
単
純
に

論
加
入
制
限
を
行
っ
た
事
件
で
あ
り
、
全
困
レ
コ

rド
商
組
合
述
合
会
事
件
で
も
、

‘.，
 

,

5
 

,‘
、

9

日

「東
芝
帝
エ
k
k
が
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
ご
ろ
、
：
・
ぶ
・
・
全
国
の
約
三
百
店
の
東
芝
ス

t
ア
ー
に
、
そ
の
レ

コ
．L
E
を
販
売
さ
せ
よ
う
と
し
た

と
こ
る
、
被
布
人
（
糾
＾
ぃ
述
合
会
）
は

、

こ
れ
に
反
対
し
て
：
…
…••
V
コ
ー

ド
会
館
で
役
且
会
を
開
催
し
、
東
芝
ス
ト
ア
ー
の
レ
コ
ー
ド

阪
売
も
、
組

合
に
加
入
さ
せ
た
の
ち
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
・
・
；
：
．．．．．． 
：・・
東
芝
音
工
の
専
務
取
締
役
某
に
対
し
、
東
芝
ス
ト
ア
ー
を
組
合
に
加
入
さ
せ
た
の

ヽ

．． 

ち：●●
」
れ
ら
の
者
に
レ
コ
ー
ド
を
販
売
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

」
・…
・・・・
・
・
・
・
つ
い
で
、
東
京
紐
合
吏
行
委
は
、
東
芝
音
工
k
k
に
、
「
同
社
の
V

コ
ー
ド
を
販
究
す
る
東
芝
ス
ト
ア
ー
三
十
九
名
の
リ
ス

t
を
捉
出
さ
せ
＾

．．．．
．．
 
組
＾
品
天
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
．
し
か
る
に
、
現
在
ま
で
東
京
料
合

へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
た
者
は
、

前
記
三
十
九
名
の
う
ち
四
名
の
み
で
あ
り
、
残
り
三
十
五
名
は
、
な
ん
ら
正
当
た
理
由
が
な
い
の
に
組
合
加
入
を
拒

否
ま
た
は
附
保
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
被
寄
人
は
、
組
合
を
し
て
非
絋
合
貝
の
糾
合
加
入
を
研
限
さ
せ
て
お
り
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
末
現
在
、

組
合
加
入
を
拒
否
ま
た
は
保
憤
さ
れ
て
い
る
者
は
、

全
国
で
・:... ；・・
百
四
十
二
名
に
の
ぽ
っ
て
お
り、

こ
れ
ら
の
者
は
、
六
社
の
う
ち
の
い
ず
れ
と

（八）

．

も
、
レ

コ
ー
ド
の
取
引
が
で
き
な
い
状
態
に
お
か
れ
て
い
る
」（
全
国
レ

コ
ー
ド
疵
組
合
事
件
）
。

本
件
で
も
、．東
芝
Eu工
K
K
I
C圧
力
を
加
え
て
、
糾
合
加
入
者
以
外
は
レ
コ

ー
ド
取
引
が
出
来
な
い
状
態
を
作
っ

た
上
で

、
組
合
加
入
巾

込
者
に
対
し
て
理
由
な
く

111純
に
加
入
制
限

・
拒
否
を
行
っ
て
い
る
。

切

官

公

庁

に

対

す

る
推
臨
拒
否
や
新
規
免
許
巾
助
の
取
下
げ
を
さ
せ
る
行
為
ー
ー
こ

の
種
の
事
件
と
し
て
は
、
大
阪
府
紙
二
次
製
品

工
業
会
事
件
（
紙
二
次
製
品

・
販
売

・
加
工
棠
者
の
団
体
た
る
大
阪
府
紙
二
次
製
品
工
梁
会
が
、
大
阪
商
工
屈
に
、
「
割
当
晶
邸
の
答
申
の
箱
囲
を
超
え
、

政
府
自
ら
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
は
ず
の
糾
々
の
第
者
の
冽
当
に
ま
で
立
入
り
」

．．．．．
．．．．．．． 
ま
た
「
そ
の
前
身
た
ス
協
同
知
合
の
下
に
お
い
て、

兼
察

昭
和
二
四
年

加
入
を
認
め
ら
れ
て

い
た
業
者
に
の
み
、
そ
の
構
成
各
部
会

へ
の
兼
部
入
会
を
許
し
、
新
規
の
も
の
に
は
加
入
を
認
め
な
か
っ

た
」
卒
件
）
（
（
判
）第
六
号

、
鉦
品
屎
洒
迩
協
会
事
件
（
税
務
所
へ
の
洒
迩
棠
託
岱
の
た
め
の
申
印
に、

祐
応
貼
洒
造
協
会
に
よ
る
推
四
が
償
行
と
さ
れ
て
い
た
駆
、
協

漿
嗜
）
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会
が
、
新
規
開
菜
希
望
者
の
申
諸
盗
塁
ず
、
加
入
制
限
を
し
た
事
件
）
（
碑
輝
止
字
店
声
岬
）
策
ニ―
＿一号
）及
び
九
州
パ
ス
協
会
事
件
（
九
州
パ
ス
協

含
‘
•
三菱
竜
機
が、

戟
員
諭
送
の
た
め
に
、
姪
の
浜
ー
今
罹
凹
の
特
定
旅
客
自
勁
車
沌
送
事
染
免
許
を
得
た
の
を
、
突
質
的
に
僻泊
せ
し
め
た
り
、
伐
綺

（昭
和
二
五
年
（
判
）
邸
四
十
衿
）
の

三

件

が

あ

寄
決
集
に
一
三
四
頁

自
動
車
の
既
存
路
線

（長
崎
市
内
線
）
に
彩
唇
す
る
新
規
免
許
申
諮
を
取
下
げ
さ
せ
た
り
し
た
序
件
）

る
。
こ
の
三
件
は
、

官
公
庁
に
対
す
る
宮
業
免
許
申
請
、
或
は
割
当
資
格
の
取
得
の
如
き
営
業
開
始
に
当
っ
て
の
資
格
取
得
の
際
に
、
事

業
者
団
体
が
介
入
し
て
加
入
制
限

・
拒
否
を
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
三
件
は
、・
い
に
の
べ
た
加
入
制
限

・
拒
否
の
諸
事
件
と
は
多
少
二

ュ
ワ
ン
ス
が
異
る
が
、
共
に
加
入
段
階
に
お
け
る
制
限

・
拒
否
と
．し
て
、
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
．
と
い
う
基
本
的
迩
法
要
素
を
共
通
に

し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

．
．． 

矧
組
合
内
部
の
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
に
よ
る
強
制
ー
ー

「
数
の
制
限
」
を
維
持
す
る
手
段
と
し
て
、

組
合
は
組
合
の
内
部
統
制
に

違
反
し
た
者
に
制
裁
を
科
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

鳥
取
宵
果
商
組
合
事
件
の
場
合
に
は
、
組
合
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
有

効
な
ら
し
め
る
た
め
、

．

・
「
組
合
は
、
指
定
卸
売
人
に
対
し
某
本
方
針
に
相
夜
す
る
場
合
‘

並
に
組
合
対
卸
売
人
と
の
協
定
事
項
に
遂
反
し
た
る
楊
合
は
、
理
事
会
の
決
誌
に

．
．
 よ
り
仕
入
先
●
変
更
指
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
規
定
し
て
い
る
し
、
ま
た
「
糾
合
員
に
し
て
、
第
二
条
第
二
項
に
該
当
す
る
も
の
は
組
合
員
た
る

節

賢
格
を
理
店
会
は
取
消
す
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
競
争
関
係
に
あ
る
生
協
に
対
し
て
は
、

「
生
協
へ
の
固
閲
者
は
定
款
に
よ
り
処
分
す

る
」
旨
を
明
ら
か
に
し
て
、
生
協
へ
の
青
果
物
供
給
を
阻
害
す
る
と
共
に
、
実
際
に
も
、
消
黄
生
活
協
同
組
合
の
委
託
胄
果
供
給
者
の
加
入
申
込
を
拒

丹
．
（
 

（
九
）

．

否
し
た
り
、
逃
反
者
に
対
し
除
名
処
分
を
し
た
り
し
て
い
る
。

＇

n̂
 
ー佃

ポ
イ
コ
ッ
ト
（
一
次
及
び
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
）

l
ー
事
業
者
団
体
が
、
彼
等
の
競
争
者
や
、
競
争
者
と
取
引
す
る
第
三
者
を
ポ
イ
コ

..,
 
4
 

の

．
，
 

数の

ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
・「
数
の
制
限
」
、を
実
効
的
た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
ケ
ー
ス
は
多
い
。
ポ
イ
コ
ッ
ト
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
こ
こ

者串
•
と
二
次
ポ
イ
コ

ッ
ト
だ
け
を
扱
う
。
事
業
者
団
体
が

、

競
争
者
や
、

競
争
者
と
取
引
す
る
相
手
方
を
直
接
ポ
イコ

で
は
一
次
ポ
イ
コ
ッ

菜
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説

、ツ
ト
す
る
の
が

一、次
ポ
イ
コ
ッ
ト
で
、
取
引
の
相
手
方
を
し
て
競
争
者
を
ポ
イ
コ
ッ
ト
さ
せ
る
の
が
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ド
で
ぁ
る
。
こ
の
両

論

者

は

、
し
ば
し
ば
同

一
事
件
に
お
い
て
同
時
に
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

．

．

．

‘

．

．

．

9

．．
 

巳
宇
都
宮
古
果
組
合
は
・
組
合
の
臨
時
総
会
の
決
議
に
晶
き
、
本
件
六
市
場
に
対
し
、

将
来
各
市
場
は
そ
の
取
引
を
同
組
合
の
組
合
員
に
限
定

．

し
、
そ
れ
以
外
の
者
に
対
し
て
は
、
い
か
な
る
亭
情
が
あ
っ
て
も
絶
対
に
取
引
を
し
な
い
と
巾
入
れ
を
し
」
、
ま
た

「宇
都
宮
匹
果
組
合
員
等
も
本
件

(
1
0
)
 

六
市
湯
以
外
の
宇
都
宮
市
所
在
の
青
果
市
均
と
の
取
引
を
廃
絶
し
た
。
」

·
`

•
こ
れ
は
組
合
と
六
市
場
相
互
が
、
相
手
方
の
競
争
者
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
る
場
合
で
、
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
述
反
し

・

（
一
ー
）

た
者
と
取
引
拒
絶
す
る
と
い
う
一
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
も
同
時
に
含
ん
で
い
た
。

．
一
次
及
び
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
を
同
時
に
含
ん
で
い
る
事
件
と

し
て
は
、．
烏

取

青

果

商

組

合

事

件

が

あ

る

。

・

9

回
肯
果
商
組
合
は
、
「
胄
果
物
卸
売
業
者
の
す
べ
て
で
あ
る
鳥
取
巾
央
青
果
株
式
会
社
ほ
か
五
名
と
協
定
を
結
び
卸
売
業
者
は
育
果
商
組
合
貝
以
外

に
は
絶
対
に
販
売
じ
な
い
旨
を
と
り
き
め
：
；
…
．．
 
」
、
更
に

「
組
合
員
以
外
の
者

へ
の
指
定
卸
売
人
の
販
売
に
関
し
て
は
組
合
員
中
の
目
撃
者
は
そ
の
、

都
度
理
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
（
一
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
の
可
能
性
を
暗
示
し
て
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
を
有
効
に
し
て
い
る
）
。
こ

の
外
「
組
合
員
が
生
協

へ
青
果
物
か
供
給
す
る
、行
為
を
各
別
に
抑
圧
す
る
と
共
に
・
・・・・・・・
・
・
・
組
合
員
に
し
て
生
協
へ
の
同
叫
者
は
定
款
に
て
処
分
す
る

（
ー
ニ
）

明
旨
を
ら
か
に
し
」
（
一
次
ボ
イ
コ
ッ
ト
）
て
い
る
。

こ
の
外
、
二
次
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
と
し
て
は
、
山
形
海
脱
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
と
全
国
レ
コ
ー
ド
商
組
合
述
合
会
事
件
が
あ
る
が
、

後
者
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題
に
徴
妙
な
影
を
投
げ
て
い
る
の
で
、
．紹
介
し
て
お
こ
う
。

．

．

い
、
東
芝
竜
気
k
k
が
、
昭
和
三
五
年
五
月
ご
る
、
全
困
の
苔
店
に
そ
の
教
育
用
レ
コ
ー
ド
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
茨
城
県
組
合
が
東
芝
の
V
つ
ー
ド

取
引
拒
否
を
決
定
し
た
の
を
は
じ
め
、
炭
京
都

•

長
野
県
お
よ
び
麻
山
県
の
各
組
合
な
ら
び
に
関
東
お
よ
び
巾
部
の
被
審
人
の
各
支
部
も

、
同
様
の
方

針
を
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
被
帝
人
に
善
処
方
を
要
望
し
た
。

．．．
 
’…
…
・
・
東
乏
の
＞
コ
ー
ド
営
業
部
長
某
、
同
東
京
販
売
課
長
代
理
某
を
同
役
員
会
に
出

席
さ
せ
て
両
名
を
追
及
し
、
非
組
合
員
で
あ
る
全
国
の
杏
店
へ
の
レ
コ
ー
ド
販
売
を
即
時
中
止
し
な
け
れ
ば
、
骰
審
人
は
東
芝
に
協
力
で
き
な
い
と
巾

(―

――ー
）

し
人
れ
、
同
社
の
レ
コ
ー
ド
販
売
を
妨
害
し
た
（
全
国
レ
コ
ー
ド
商
組
合
連
合
会
事
件
）
。
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木
件
に
お
け
る
被
寄
人
の
東
芝
電
気
k
k
に
対
す
る
行
為
は
、
一
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
非
糾
合
員
に
対
す
る
被
帝

人
の
加
入
制
限

・
拒
否
が
二
次
ポ
イ
コ
ソ
ト
に
該
当
す
る
と
み
得
る
か
ど
う
か
？
も
っ
と
も
客
決
は
、
本
件
を
ポ
イ
コ
ッ
ト
問
題
と
し

て
桔
成
し
て
は
い
な
い
が
。

固
拘
束
条
件
付
契
約
ー
「
相
手
方
が
、
第
三
者
と
の
問
に
お
い
て
行
う
取
引
活
動
を
拘
束
す
る
条
件
を
付
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、

「
数
の
制
限
」
を
実
効
あ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
場
合
で
、
実
際
の
事
件
に
お
い
て
こ
の
例
は
少
な
い
。

「
鳥
取
育
果
商
糾
合
が
、
前
記
協
定
（
三
八
頁
参
照
）
に
よ
り
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
卸
売
棠
者
レ
非
糾
合
員
に
村
果
物
を
供
給
す
る
生
既

者
と
の
取
引
を
拘
束
す
る
条
件
を
つ
け
て
、
宵
果
商
組
合
員
に
当
該
相
手
方
と
取
引
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、

一
般
指
定
の
八
（
拘
束
条
件
付
契
約
）
に

該
当
す
る
行
為
を
さ
忘
ぷ
げ
」
で
あ
る
（
烏
取
青
果
面
組
合
事
件
）
。

の
具
体
的
行
為
と
不
公
正
な
取
引
方
法
ー
ー

以
上
、

事
業
者
団
体
に
よ
る

「事
業
者
の
数
の
制
限
」
手
段
と

叩

＇
「
数
の
制
限
」

し
て
用
い
ら
れ
た
謡
行
為
を
抽
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
加
入
制
限

・
拒
否
、
椎
戚
や
割
当
の
拒
否
、
ポ
イ
コ
ッ
ト
、
拘
束
条
件
付
契
約
等

々
の
謡
行
為
は
、
多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
、
二
条
七
項
（
一
般
指
定
一
号
か
ら
十
二
号
）
に
て
規
制
さ
れ
得

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
ず
、
「
数
の
制
限
」
行
為
の
中
、
最
も
基
本
的
述
法
要
索
を
含
む
加
入
制
限

・
拒
否
は
、
独
立
に
は
、
二
条
七

項
一
号
一
般
指
定
の
三
「
共
同
行
為
に
お
け
る
特
定
の
事
業
者
の
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
に
お
け
る
「
特
定
の
事
業
者
の
排
斥
」
な
る

文
言
に
か
け
て
規
制
し
得
る
と
思
う
0

規
約
述
反
者
に
対
す
る
罰
則
に
よ
る
強
制
の
如
嘉
合
も
、
同
じ
く
、
一
般
指
定
の
三
「
：
；
…
；
．．

．
 
5
・
3
 

事
業
者
団
体
の
内
部
に
お
い
て
特
定
の
事
業
者
を
不
当
に
差
別
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
業
者
の
事
業
活
動
に
著
し
く
不

利
益
を
与
え
を
I
、
場
合
と
し
て
規
制
し
得
る
の
で
は
な
い
か
？
ポ
イ
コ
ッ
ト
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
の
二
条
一
項
一
号
一
般
指
定
の
一
立5. 

（
一
次
ポ
イ
コ
ッ

3
及
び
二
条
七
項
四
号
一
般
指
定
七
（
二
次
ボ
イ
コ
ッ
ト
）
該
当
行
為
と
し
て
規
制
し
得
る
し
、
拘
束
条
件
付
契
約
は
、
、
い
，

一
般
指
定
の
八
に
て
違
法
と
さ
れ
る
。
か
よ
う
に
、
「
数
の
制
限
」
の
内
容
を
梢
成
し
て
い
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
行
為
が
、
個
別
的
行

g.



と
す
れ
ば
、

説
為
と
じ
て
み
た
場
合
に
は
、
．
一
応
不
公
正
な
取
引
方
法
の
観
念
に
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
‘
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る

36
.
3
 

扇
よ
う
に
、
ボ
イ
．コ
ッ
ト
や
加
入
制
限
●
拒
否
行
為
自
体
は
、
独
自
的
に
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当
ず
る
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、
・
②
.．
 

5
 

・
「
数
の
制
限
」
．
そ
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

‘
t

[

'

＇ 4 

と
こ
ろ
が
、
八
条
を
通
説
の
よ
う
に
、
不
当
な
取
引
制
限
の
補
完
規
定
と
解
す
る
な
ら
ば
＾
・
「
数
の
制
限
」
条
項
た
る
八
条
三
号
も
ま

（

。
3
 

た
当
然
に
、
不
当
な
取
引
制
限
の
一
形
態
と
し
て
処
迎
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
、若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

「
数
の
制
限
」
は
、
八
条
一
項
l

.

号
．
（
詈
蓋
団
体
に
よ
る
不
当
な
取
引
制
限
）
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
三
号
に
特
別
に
規
定
す
る
必
要
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
じ
い
て
三
号
の
存
在
意
義
を
認
め
る
た
め
に
は
、
三
号
を
不
当
な
取
引
制
限
の
例
示
規
定
と
解
釈
す
る
か
、
或
は
不
当
な
取
引
制

限
と
は
異
る
第
三
の
領
域
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
、0

・

と
こ
ろ
で
、
三
号
を
不
当
な
取
引
制
限
の
例
示
規
定
と
解
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
●
前
述
し
た
よ
う
に
へ
独
禁
法
の
罰
則
規
定

は
、
八
条

一
項
．一
号
遅
反
を
八
九
条
合
慾
役
三
年
罰
金
五
十
万
円
）
に
て
、
八
条
一
項
三
号
違
反
を
九

0
条
二
項
（
懲
役
二
年
罰
金
三
十
万
円
）

に
て
罰
し
て
い
る
9

こ
の
点
よ
り
み
て
も
、
三
号
は
、
一
号
の
不
当
な
取
引
制
限
と
は
実
質
的
に
或
程
皮
区
別
さ
れ
て
お
り
、
純
粋
に
不

当
な
取
引
制
限
の
例
示
規
定
と
は
解
さ
れ
得
な
い

（
不
当
な
取
引
制
限
の
一
稲
と
は
解
さ
れ
得
て
も
）
。
「
数
の
制
限
」
は
、
・不

公
正
な
取
引
方
法
と
も
異
る
し
、
不
当
な
取
引
制
限
と
も
同
じ
で
な
い
。
結
局
、
独
禁
法
は
無
窪
識
に
で
あ
れ
、
両
者
の
中
間
に
「
数
の

制
限
」
と
い
う
第
三
の
領
域
を
設
定
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
若
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
数
の
制
限
」
に
も
独
自
の
途
法
判
断
基

準
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
の
場
合
の
「

一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
．や
不
公

正
な
取
引
方
法
の
場
合
の
「
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
の
如
き
。
と
こ
ろ
が
、

「
数
の
制
限
」
に
は
、
か
よ
う
な

応
味
で
の
独
自
の
述
法
判
断
基
準
は
実
定
法
上
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
、
三
号
を
不
当
な
取
引
制
限
か
不
公
正
な
取
引
方

法
の
何
れ
か
に
遠
元
し
て
考
え
る
か
、
．
さ
も
な
け
れ
ぱ
、
「
数
の
制
限
」
に
つ
い
て
の
独
自
の
違
法
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、

「
数
の
制
限
」
の
最
大
の
問
屈
点
が
あ
る
。

（
罹
―
七
年
（
勧
）
第
五
塁
）ゃ
宇

懇

蒋

果

廊

組

合

竪

件

紅

翌

噂

盆

記

翌

[

;

)
等
に
典
型
的
に

（
 

(
-
）

111形
而
序
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
審
汰
孔
3
五
六
頁
以
下

．

み
ら
れ
る
。

：’

t

（
二
）
代
表
的
ケ
ー
・ス
と
し
て
は
、
翌
都
宮
宵
梨
商
組
合
事
件
、
東
京
翡
事
件
（
昭
和
二
六
年
）

、
応
販
胄
朱
版
組
合
水
件

（昭
和
三
三
年
）

、
山
形

悔
照
物
仲
買
人
協
同
糾
合
事
件
等
。

（
三
）
前
掲
宇
都
宮
冑
果
晦
糾
合
事
件
布
決
集
H
1
0七
頁
引
用
。

九
年

(lll
)
第
五
二
号
）
審
決
渠
ロ
ニ
0
0頁
参
照
。

‘

（
四
）
福
井
焦
商
協
間
組
合
事
件
（
昭
和
二

（
五
）
前
掲
山
形
洵
即
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
布
決
北
(
+-）
五
七
頁
引
用
。

号
）
審
決
集
四
四
三
頁
引
用
。

（
六
）
鳥
取
肯
果
商
組
合
平
件
．（
昭
和
三
三
年
（
勧
）
第
一

（
七
）
東
京
書
籍
事
件
（
昭
和
二
六
年
（
判
）
第
六
労
）
布
決
染
料
一
五
頁
引
用
。

（
八
）
全
国
＞
コ
ー
ド
荊
糾
合
寡
件

（
昭
和
三
七
年
（
判
）
第
十
三
号
）
審
決
集
田
五
九
頁
以
下
引
用
。

（九）

前
掲
烏
取
宵
果
商
糾
合
事
件
布
沃
集
llulrn
三
頁
引
用
。

(

I

O

)

前
掲
宇
都
宮
青
果
商
糾
合
事
件
布
決
梨
H
-．〇
五
頁
引
用
。

（
二
）
一
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
と
二
次
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
結
合
し
た
形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
判
決
で
は
三
次
ボ
イ
コ
ッ
ト
も

み
ら
れ
る
が
、

n本
の
客
決
集
で
み
る
似
り
、
・三
次
ポ
イ

n
ッ
ト
を
利
用
し
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

寄
決
掛
旧
四
一
ー
四
五
頁
引
J
l
l
o

(―

二
）
前
掲
烏
取
宵
果
甜
組
合
事
件

（一

三
）
全
固
レ
コ

rド
商
組
合
事
件
（
昭
和
三
七
年
（
判
）
第
十
三
号
）
審
決
集
3
六
一
頁
引
用
。

（
一
四
）
前
掲
鳥
取
柑
果
商
糾
合
平
件

．
席
決
択
即
四
一
頁
引
用
。

（
一
五
）
今
村•
前
担
独
占
禁
止
法

一
0
二
頁
参
照
。
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論説• ,

次
に
、
九
件
の
審
決
よ
り
抽
出
さ
れ
た
「
数
の
制
限
」
の
内
容
を
構
成
す
る
諸
行
為
が
、

＂
「
数
の
制
限
」
概
念
と
い
か
な
る
関
述
に
た

つ
か
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
何
故
な
ら
、
加
入
制
限

●
拒
否
や
ポ
イ
コ
ッ
ト
等
は
、
個
別
的
に
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
該
当

す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
の
み
で
は
当
然
に
「
数
の
制
限
」
と
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
数
の
制

限
」
を
構
成
す
る
そ
れ
ら
の
具
体
的
行
為
が
、
ど
の
点
か
ら
「
数
の
制
限
」
と
さ
れ
る
に
至
る
か
は
、
・
法
彿
の
適
用
上
頂
要
な
問
題
で
あ

る。

、何
故
な
ら
、
こ
の
点
が
明
確
に
さ
れ
な
い
限
り
、
例
え
ば
、
主
文
で
ボ
イ
コ
ッ
ー
に
対
す
る
排
除
措
置
を
命
ず
る
場
合
、
三
号
「
数

の
制
限
」
条
項
に
基
い
て
命
ず
べ
き
か
、
或
は
不
公
正
な
取
引
方
法
二
条
七
項
一
号
（
一
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
）
か
四
号
（
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
）
を
根
、

（
ご

拠
条
項
と
し
て
命
ず
べ
き
か
問
函
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
審
決
の
態
度
も
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

も
う
少
し
異
っ
た
角
度
か
ら
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
不
当
な
取
引
制
限
の
補
完
規
定
で
あ
っ
た
旧
法
（
二
八
年
改
干
前
の
法
）

四
条
の
共
同
行
為
、
、
例
え
ば
、
田
対
価
を
決
定
し
又
は
引
き
上
げ
る
こ
と
、
四
生
産
数
証
叉
は
販
売
数
最
を
制
限
す
る
こ
と
、

⑱

技

術

・
製
品

・
販
路
又
は
顧
客
を
制
限
す
る
こ
と
山
設
備
の
新
設
も
し
く
は
拡
張
又
は
新
技
術
も
し
く
は
新
生
産
方
式
の
採
用
を

制
限
す
る
こ
と
、
等
々
の
行
為
で
J

れ
ら
は
、
昭
和
二
八
年
の
改
正
法
で
は
、
二
条
六
項
の
宇
義
規
定
の
中
に
挿
入
さ
れ
た
）
は
、
当
然
に
不
当
な

取
引
制
限
に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
数
の
制
限
」
の
具
体
的
内
容
を
梢
成
し
て
い

る
加
入
制
限

・
拒
否
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
拘
束
条
件
付
契
約
等
は
「
数
の
制
限
」
の
列
挙
行
為
で
は
な
い
。
・
「
数
の
制
限
」
に
つ
い
て
は
方

（三
）

法
の
如
何
を
問
わ
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
加
入
制
限
・
拒
否
も
ポ
イ
コ
ッ
ト
も
、
ぞ
打
び
が
で
は
「
数
の
制
限
」
違
反
と
は
な

り
得
な
い
が
、
加
入
制
限

・
拒
否
や
ポ
イ
コ
ッ
ト
に
「
何
か
」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
は
或
点
ま
で
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
数
の
制
限
」
違
反
が
成
立
す
る
。
そ
の
プ
ラ
ス

・
エ
ト
パ
ス
と
は
何
か
？

．四

「
数
の
制
限
」

或
は
或
点
ま
で
高
め
ら
れ
る
と
い
う
或
点
と
は
何
か
？

微
念
と
具
体
的
行
為
と
の
関
連
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事者の数の制限（丹宗）

、、

、
、
、
、、

、
、
、
、
、

と
し
て
、
各
具
体
的
行
為
に
｀
不
公
正
な
取
引
方
法
に
規
定
す
る
法
概
念
を
適
用
し
列
卒
し
た
後
、
「
そ
れ
ら
の
事
実
を
綜
合
す
る
と
」

、

こ
れ
が
「
数
の
制
限
」
に
つ
い
て
の
問
題
点
で
あ
る
。
「
数
の
制
限
」
概
念
と
具
体
的
話
行
為
と
の
関
連
を
検
討
す
る
必
要
も
、

こ
の
点

に
つ
い
て
の
手
掛
り
を
つ
か
む
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
審
決
は
両
者
の
関
連
を
果
し
て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
？

で
の
事
件
で
は
、
公
正
取
引

昭
和
二
四
年
の
大
阪
府
紙
二
次
工
業
会
事
件
以
後
、
昭
和
二
六
年
の
東
京
苦
籍
株
式
会
社
事
件
に
至
る
ま

委
員
会
は
、
「
数
の
制
限
」
方
法
と
し
て
の
具
体
的
行
為
、
例
え
ば
加
入
制
限

・
拒
否
（
昭
和
二
四
年
大
佃
府
紙
二
次
エ
栗
会
平
件
、
昭
和
二
五
年

福
井
焦
商
協
同
組
合
事
件
、
昭
和
二
六
年
東
京
痴
籍
株
式
会
社
事
件
）
、
乙
免
許
の
出
現
妨
害
（
昭
和
二
五
年
徳
島
酒
湖
協
会
事
件
）

、
特
別
旅
客
の

運
送
免
許
の
実
質
的
解
消
（
昭
和
二
五
年
九
州
パ
ス
協
会
寧
件
）
等
の
行
為
を
、
何
れ
も
直
ち
に
「
数
の
制
限
」
に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
、

そ
の
問
に
不
公
正
な
取
引
方
法
の
製
念
を
さ
し
は
さ
ま
な
か
っ
た
。

と

こ
ろ
が
、
鳥
取
宵
果
商
組
合
事
件
で
は
、

「
同
組
合
が
、
H
そ
の
組
合
員
を
し
て
非
組
合
員
に
対
す
る
青
果
物
の
供
給
を
不
当
に
拒
否
さ
せ
て
い
る
こ
た
ば
、
昭
和
二
八
年
公
正
取
引
委
員
会

告
ホ
第
十
一
号
に
お
い
て
指
定
す
る
不
公
正
な
取
引
方
法

（以
下
一
般
指
定
と
い
う
）
の
一
に
該
当
す
る
行
為
な
さ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
八
条

1

項
五
母
に
違
反
し
．．
．．
 
白
ま
た
組
合
員
中
非
組
合
員
と
取
引
す
る
も
の
か
不
当
に
圧
迫
し
て
右
取
引
を
中
止
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
八
条
一
項
四
号

に
速
反
し
：••…
•
白
さ
ら
に
同
組
合
が
烏
取
青
果
指
定
卸
売
人
組
合
と
協
定
を
結
び

、

卸
売
集
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
宵
果
鹿
組
合
員

に
当
該
相
手
方
と
取
引
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
一
般
指
定
の
七
に
該
当
す
る
行
為
を
さ
せ
て
い
る
も
の
で
八
条
五
号
に
深
反
し
・
・
・
・
・
・・・臼臼
ま
た
同
組
合

が
前
記
協
定
に
よ
り
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
卸
売
菜
者
と
非
組
合
員
に
青
果
物
を
供
給
す
る
生
産
者
と
の
取
引
を
拘
束
す
る
条
件
を
つ
け
て
、
青

果
商
組
合
貝
に
当
該
相
手
方
と
取
引
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、

一
般
指
定
の
八
に
該
当
す
る
行
為
を
さ
せ
て
い
る
も
の
で
、
八
条
五
岩
に
違
反
す
る。

匹
前
記
各
亭
実
を
総
合
す
る
に
、
そ
れ
ら
は
鳥
取
市
内
外
の
青
果
物
小
売
の
平
業
分
野
に
お
け
る
現
在
及
び
将
来
の
事
梁
者
数
を
制
限
し
て
い
る
も
の

（四）

で
あ
っ
て
、
同
法
第
三
号
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
．
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八
条
三
号
「
数
の
制
限
」
．
．に
該
当
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

1406
 
2
8
 

「
綜
合
す
る
と
」

、
そ
れ
が
]「
数
の
制
限
」
に
転
化
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
と
っ
て
い
る
が
、
ど
の
限
度
に
逹
し
た
時
「
数
の
制
限
」

と
な
る
か
に
つ
い
て
は
何
ら
恭
準
を
示
し
て
い
な
い
。
昭
和
三
七
年
山
形
海
韮
物
仲
買
人
協
同
糾
合
事
件
で
は
、

54
 

「
前
記
一
の
口
お
よ
び
三
の
事
尖
に
よ
れ
ば
、
山
形
焦
市
堀
に
お
い
て
水
窪
物
を
仕
入
れ
な
け
れ
ば
、
糾
合
の
地
区
内
に
お
い
て
は
、
水
即
物
小
売
。3
 

栗
を
営
む
こ
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
は
、
同
焦
市
場
に
お
け
る
水
陀
物
の
卸
売
棠
浙
全
貝
に
対
し
て
、
非
組
合
員
に
水

花
物
を
供
給
し
な
い
よ
う
に
巾
し
入
れ
、
こ
れ
を
実
行
さ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
事
梨
者
に
昭
和
二
八
年
公
疋
取
引
委
員
会
併
示
腐
＋・一

号
の
一
に
該
当
す
る
行
為
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
私
的
独
占
禁
止
法
八
条
一
項
五
号
の
規
定
に
迩
反
す
る
」
と
し
な
が
ら
、
ま
た

前
記
一
の
口
、
二
、
三
お
よ
び
四
の
序
実
に
よ
れ
ば
、
組
合
へ
の
加
入
を
制
限
し
、
か
つ
非
組
合
員
が
水
沌
物
の
小
売
槃
を
心
呂
め
な
い
よ
う
に
し
て
お

・
り、
．
こ
れ
は
山
形
市
、
上
田
市
、
天
箪
市
お
よ
び
山
形
県
東
村
山
郡
の
水
産
物
小
売
の
事
魏
分
野
に
お
け
ろ
現
在
お
よ
び
将
来
の
事
祭
者
数
を
制
限
し

（
五
）〗

て
い
る
も
の
で
、
私
的
独
占
禁
止
法
八
条
一
項
三
号
の
規
定
に
翠
反
す
る
。
」

．
と
し
て
、
1

一条
七
項
一
号
（
不
公
正
な
取
引
方
法
）
一
般
指
定
の

一
（
不
当
な
取
引
拒
絶
）
と

「数
の
制
限
」

概
念
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に

適
用
し
て
い
る
。
じ
か
も
「
数
の
制
限
」
の
構
成
に
お
い
て
は
、
不
当
な
取
引
拒
絶
と
い
う
事
実
も
含
め
て
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
ど

の
よ
う
に
理
解
す
ぺ
き
で
あ
ろ
う
か
？

「
数
の
制
限
」
に
関
す
る
最
近
の
ケ
ー
ス
た
る
全
国
レ
コ
ー
ド
廊
組
合
瑣
件
で
は
、

「
新
規
耶

業
者
の
組
合
加
入
制
限
も
、
・
レ
コ
ー
ド
製
造
業
者
を
し
て
非
組
合
具
ど
取
引
ざ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
も
っ
て
非
組
合
員
の
レ
コ
ー
ド
販
売

（

六

）

ホ
業
を
営
め
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
」
（
ボ
イ
コ
ッ
ト
）
も
r.

「
事
業
者
の
数
の
制
限
」
と
し
て
、
八
条
一
項
三
号
に
帰
沿
せ
し
め
て
い

る
．。
こ
こ
で
は
、

不
公
正
な
取
引
方
法
の
各
号
に
該
当
す
る
法
概
念
は
適
用
さ
れ
ず
、

fui
接
「
数
の
制
阻
」
．
に
す
べ
て
の
行
為
を
収
紋
し

て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
六
年
ま
で
の
帝
決
の
態
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

，

．

以
上
述
べ
た
と
こ
在
よ
り
、
菊
決
の
態
度
を
綜
合
分
類
す
る
と
、

三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

... 
ノ ・ ＇葬 説＇ 1 
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．．
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こ
こ
で
は
、
幾
つ
か
の
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
を



い

不

公
正
な
取
引
方
法
概
念
と
「
数
の
制
限
」
概
念
と
を
別
個
に
適
用
す
る
立
場
（
二
本
廷
の
上
ダ
え
方
で、

山
形
泊
府
物
仲
只
人
協
固
組
合

事
件
の
寄
決
が
こ
れ
）
。
図
各
個
の
事
実
に
、
個
々
の
不
公
正
な
取
引
方
法
概
念
を
適
用
し
な
が
ら
、

こ

れ
を
梵
合
す
る
と
、
「
数
の

制
限
」
を
構
成
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
と
る
立
場
（
烏
取
育
果
面
組
合
亭
件
の
審
決
が
こ
の
典
型
）

。

閻
具
体
的
諸
行
為
を
す
べ
て
「
数

の
制
限
」
庇
念
に
収
飲
し
て
し
ま
う
立
場
（
昭
和
二
六
年
ま
で
の
痣
決
ど
全
旧
＞コ
ー
ド
曲
糾
合
序
件
の
寄
汰
の
立
場
）

で
あ
る
。

．
以
上
三
つ
の
考
え
方
を
検
討
し
て
み
る
と
、
．
二
本
建
式
を
と
る
第
1

の
立
場
は
、
同
じ
事
実
に
、
不
公
正
な
取
引
方
法
と
「
数
の
制

（
七
J

限
」
の
二
つ
の
法
条
を
別
個
に
並
列
的
に
適
用
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
法
条
競
合
の
原
則
に
反
す
る
。
若
し
あ
る
行
為
に
、

「
数
の
制

限
」
条
項
を
適
川
し
う
る
場
合
に
は
、
別
途
に
不
公
正
な
取
引
方
法
条
項
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
、
幾
つ
か
の

、
、
、
、
、

不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
を
列
挙
し
、
こ
れ
ら
を
綜
合
す
る
と
「
数
の
制
限
」
に
な
る
と
い
う
考
え
方
も
、
法
の
適
用
の
実
際
に
お

い
て
は
、

結
局
は
第

一
説
と
同
じ
く
法
条
競
合
の
問
阻
に
帰
杓
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一

、．第
二
説
に
は
賛
成
し
難
い
。
私
は
、
第
三

の
、
．
「
数
の
制
限
」
を
構
成
す
る
具
体
的
行
為
を
、
す
べ
て
「
数
の
制
限
」
に
帰
珀
せ
し
め
て
し
ま
う
立
場
を
妥
当
と
考
え
る
「
数
の
制

限
」
と
い
う
特
別
な
法
既
念
を
認
め
る
以
上
、
第
三
説
の
よ
う
に
、
具
体
的
諾
行
為
を
す
べ
て
「
数
の
制
限
」
に
収
放
し
、
不
公
正
な
取

引
方
法
既
念
を
適
川
す
る
必
製
の
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
、
独
自
な
法
概
念
と
し
て
定
立
す
る
な
味
は
少
な
い
。
た
だ
こ
の
立
坦
を
と

）
る
湯
合
で
も
‘
．具
体
的
行
為
が
、
不
公
正
な
取
引
方
法
と
同
時
に
「
数
の
制
限
」
に
も
該
当
す
る
場
合
の
み
、
数
の
「
制
限
」
に
収
紋
し
得
る

宗cf．
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
全
因
レ

コ
ー
ド
商
組
合
事
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
本
来
「
数
の
制
限
」
の
対
象
た
り
得
な
い
事
業
者
（
本
件
で
は

•

C八
）
．

・・東
芝
句
気
k

k
、
東
芝
{
u

エk
k
)

に
対
す
る
ポ
イ
コ
ッ
じ
＇ま
で
も
、
安
易
に
一
l

一号
に
帰
珀
せ
し
め
る
こ
と
に
は
賛
成
し
得
な
い
。

．

．
 3
 

阻制

2
 

数

以
上
の
検
討
の
結
果
と
し
て
、

「数
の
制
限」

と
具
体
的
行
為
と
の
関
連
で
は
、

第
三
の
立
場
を
妥
当
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ

の

5
 

．で
、．第
三
の
立

itiを
採
る
掲
合
、

「
数
の
制
限
」
の
最
大
の
問
題
点
は
、

不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
が
、

ど
の
点
か
ら
．
「
数
の
制
い
’

の名洪
~
亭
限

」
に
転
化
さ
れ
、

．
収紋
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。•

こ
れ
は
、，
｀

「数
の
制
限
1．
と
不
公
正
な
取
引
方
法
と
の
迅
法
判
g



断
基
準
の
差
異
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

の
差
異
の
問
題
に
帰
祖
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
・

,

前
述
し
た
よ
う
に
、

．
「
数
の
制
限
」
と
は
、
事
業
者
団
体
が
、

て
、
い
わ
ゆ
る
第
三
者
の
市
場
参
加
を
拒
否
す
る
こ
と
（
営
業
妨
害
に
よ
る
競
争
秩
序
の
侵
害
）
で
あ
る
。
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
は
、
そ

れ
の
み
で
は
「
数
の
制
限
」
と
は
な
ら
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
れ
が
「
数
の
制
限
」
と
な
る
た
め
に
は
、

・
そ
れ
ら
の
行
為
に
よ
っ

・

（九）

．
 

．
 て、
・
第
三
者
（
非
組
合
員
）
が
事
実
上
営
業
を
営
め
な
い
状
態
が
生
ず
る
か
、

生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
加
入
制
限
や
ポ
イ
コ
ッ
ト
が
差
別
的
取
扱
い
や
不
当
な
取
引
拒
絶
の
域
を
越
え
て
、
「
数
の
制
限
」
と
な
る
た
め
に
は
、
第
三
者
や

新
規
開
業
者
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
実
上
営
業
を
営
み
え
な
い
か
、
営
み
え
な
い
状
態
が
生
ず
る
恐
れ
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
に
至
ら
な
い
場
合
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
概
念
で
処
理
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
で
、
若
し
「
数
の
制
限
」
の
成
立
要
件
に
該
当
す

る
状
態
を
惹
起
し
た
場
合
は
、
加
入
制
限

・
拒
否
は
、
当
然
「
数
の
制
限
」
に
還
元
さ
れ
て
、
別
途
に
不
公
正
な
取
引
方
法
概
念
を
適
用

す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
立
場
か
ら
は
、
例
え
ば
、
山
形
海
産
物
仲
買
人
組
合
事
件
に
お
け
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
は
、
八
条
一
項
五
号
を
適

•

(10) 

用
す
る
必
要
な
く
、
直
ち
に
「
数
の
制
限
」
に
収
敏
し
得
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
．鳥
取
青
果
商
組
合
事
件
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
ま

、

（
一
ー
）

た
全
国
レ
コ
ー
ド
商
組
合
事
件
に
お
い
て
、
組
合
が
東
芝
電
機
k

k
や
東
芝
音
工
k

k
を
通
じ
て
、
非
組
合
員
を
レ
コ
ー
ド
販
売
か
ら
排

除
し
た
こ
と
は
、
「
数
の
制
限
」
に
該
当
し
よ
う
が
、
東
芝
両
k

k
を
組
合
が
ポ
イ
コ
ッ
ト
（
な
い
し
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
恐
迫
）
し
た
の
は
、

（

ー

ニ

）

「
数
の
制
限
」

で
は
な
く
し
て
、
不
公
正
な
取
引
方
法
に
い
う
不
当
な
取
引
拒
絶
で
あ
る
。
審
決
が
、
こ
れ
を
し
も

「数
の
制
限
」
に
収

紋
し
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
．

、
以
上
、
「
数
の
制
限
」
概
念
と
そ
の
内
容
を
構
成
す
る
具
体
的
諸
行
為
と
の
関
述
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
「
数
の
制
限
」
概
念
の

独
目
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

「
数
の
制
限
」
独
自
の
違
法
判
断
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
粘
論
に
達
し
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.
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組
合
な
い
し
団
体
へ
の
加
入
制
限
●
拒
否
や
ポ
イ
コ
ッ
ト
等
に
よ
っ

そ
し
て
両
法
概
念
の
違
法
判
断
基
準
の
差
異
は
、
結
局
両
者
の
違
法
要
素
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事業者の数の制限（丹宗）

審
決
梨
g
五
六
ー
五
七
頁
引
用
。

審
決
集
卯
四
一
頁
引
用
。

た
o

, •

そ
し
て
、
そ
れ
は

、

「
数
の
制
限」
に
独
自
な
述
法
要
索
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

最
後
に
「
数
の
制
限
」
の
違
法
判
断
規
準
に
つ
い
て
考
察
し
、
本
稿
を
終
り
た
い
と
息
う
。

＇

（
一
）
一
般
に
帝
決
は
、
「
何
条
に
法
き
以
の
よ
う
な
梢
骰
オ
命
ず
る
」
と
は
明
示
し
て
い
な
い
の
で
、
主
文
を
み
た
だ
け
で
、
．
排
除
措
皿
の
根
拠
条
項

を
云
々
す
る
こ
と
は
不
当
か
も
知
れ
ぬ
が
、

「立
ふ
こ
．
に
対
す
る
「
法
の
適
用
」
、
更
に
そ
れ
を
う
け
た
「
出
文
」
と
い
う
爪
序
で
読
む
と
、
お
お

よ
そ
推
測
さ
れ
得
る
。
．
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
、
島
取
材
果
廂
糾
合
卒
件
の
緋
除
措
設
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法

一
般
指
定
の
一
又
は
七
に
砧
く
の

か
、

「
数
の
制
限
」
八
条
三
号
に
碁
く
の
か
不
明
だ
し
、
そ
の
外
の
亭
件
で
も
排
除
措
磁
が
何
条
に
甚
く
の
か
明
ら
か
で
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

（
二
）
今
村
こ
則
掲
独
占
禁
止
法
六
八
ー
六
九
頁
硲
照
。

（
三
）
今
村

・
前
掲
亭
業
者
団
体
法
一
八
四
頁
参
照
。

（
四
）
鳥
取
宵
果
商
組
合
亭
件

（
五
）
山
形
海
戟
物
仲
買
人
協
同
組
合
亭
件

（
六
）
全
国
レ
コ
ー
ド
商
組
合
事
件
（
昭
和
三
七
年
（
判
）
第

一
三
号
）
審
決
集
四
六
一
頁
。

‘

（
七
）
法
条
競
合
に
は
、
民
法
上
の
そ
れ
と
刑
法
上
の
そ
れ
と
が
あ
る
と
旭
う
。
本
稿
で
は
刑
法
的
な
法
条
競
合
の
践
念
に
し
た
が
っ
て
用
い
た
。
独
禁

法
上
の
法
条
競
合
は
そ
れ
自
体
論
究
に
価
す
る
問
題
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
。

（
八
）
東
芝
竃
気
k

k
も
東
芝
音
工
k

k
も
、
レ
コ
ー
ド
甜
組
合
に
よ
っ
て
、

「数
の
制
限
」
を
さ
れ
る
組
合
の
競
争
宰
業
者
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

・
「
数
の
制
限
」
の
対
象
で
は
あ
り
得
な
い
。
組
合
の
競
争
者
を
抑
圧
す
る
た
め
に
、
両
会
社
は
利
用
さ
れ
た
（
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ト
）
が
、
し
か
し
組

合
と
両
会
社
と
の
関
係
は
営
棠
妨
害
行
為
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
る
う
か
？

（九）

こ
の
点
に
言
及
し
た
ケ
ー
ス
に
は
山
形
海
産
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
や
全
国
＞
コ
ー
ド
商
組
合
宰
件
、
そ
の
外
一

、
二
件
あ
り
。

(

1

0

)

山
形
海
産
物
仲
買
人
協
同
組
合
事
件
審
決
集
E
五
六
ー
五
七
頁
（
「
法
の
適
用
」
の
個
所
）
。

．（
一
ー

）
烏
取
冑
果
甜
組
合
亭
件
審
決
集

g
四
五
頁
。
．

(―

二）

全
困
レ
コ
ー
ド
商
組
合
事
件
．．
審
決
集
出
六
0
頁
。

．
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し
「
数
の
制
限
」
．．
 の
違
法
制
断
基
準

．
五

．

こ
れ
ま
で
の
推
論
の
過
程
か
ら
、
「
数
の
制
限
」

に
つ
い
て
の
迩
法
判
断
の
基
準
は
、
形
式
論
理
的
に
は
、
次
の
三
つ
の
立
場
の
何
れ

か
に
帰
着
さ
せ
得
る
こ
と
が
瑶
解
さ
れ
よ
う
。

．

．
 

第
一
は
、
「
数
の
制
限
」
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
具
体
的
諸
行
為
に
分
解
し
、
違
法
判
断
基
準
を
、
そ
れ
ら
邸
行
為
の
該
当
す
る
不

二）

公
正
な
取
引
方
法
の
そ
れ
（
公
正
な
競
争
阻
害
性
）
に
求
め
る
立
場
。
第
二
は
、
「
数
の
制
限
」
を
、
不
当
な
取
引
制
限
の
範
砧
に
屈
す
る

（二）

も
の
と
し
て
、
そ
れ
の
判
断
基
準
（
競
争
の
忠
質
的
制
限
）
に
求
め
る
立
楊
。
第
三
は
、
「
数
の
制
限
」
を
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
と
し

て
規
定
し
、
そ
れ
独
自
の
違
法
判
断
の
基
準
を
求
め
る
立
場
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

．．
「
数
の
制
限
」
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
具
体
的
蹄
行
為
に
分
解
し
、
そ
れ
ら
は
、
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
で
あ
る

と
し
て
放
置
し
な
い
限
り
、
違
法
判
断
基
準
を
不
公
正
な
取
引
方
法
の
そ
れ
に
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
必
然
的

に
、
第
二
か
第
三
の
立
場
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
か
し
、
四
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
「
数
の
制
限
」
を
独
自
の
法
漑
念
と
し
て
、

不
当
な
取
引
制
限
と
は
多
少
異
る
も
の
と
す
る
見
解
を
採
る
限
り●

第
二
の
立
場
に
も
同
調
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
第
三
の
立
楊
で
は
、
「
数
の
制
限
」
の
途
法
判
断
の
碁
準
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？

二
で
「
数
の
制

限
」
の
意
義
と
同
時
に
そ
の
迩
法
要
素
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
触
れ
て
お
い
た
（
「
数
の
制
限
」
の
迩
法
要
索
に
つ
い
て
は
梢
細
な
吟
味
を
必

要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
紙
数
の

都
合
上
省
い
た
）
が
、
「
数
の
制
限
」

の
違
法
判
断
の
基
準
は
、

結
局
、
こ
の
迩
法
要
索
に
帰
和
せ

(

I
-
}

）
 

し
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
恰
も
、

不
当
な
取
引
制
限
の
逃
法
判
断
基
臨
を
、
そ
の
迩
法
要
素
た
る
「
誡
争
の
実
質
的
制

限
」
に
求
め
、
9

不
公
正
な
取
引
方
法
の
そ
れ
を
、
「
公
正
な
競
争
阻
害
性
」
に
求
め
る
よ
う
に
。
と
こ
ろ
で
、
「
数
の
制
限
」
独
自
の
迎

法
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
日
不
公
正
な
取
引
方
法
の
違
法
要
素
た
る
「
公
正
な
競
争
阻
宮
性
」
と
も
、

そ
れ
が
、

ま
た

30 (4 • 5• 30) 344 



口
不
当
な
取
引
制
限
の
違
法
要
索
た
る
F

競
争
の
実
質
的
制
限
」
と
も
、
ど
の
よ
う
に
異
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る

9
iぷ
T

し
こ
れ
は
、
独
禁
法
全
体
に
跨
る
大
閻
逝
で
あ
る
の
で
、
わ
ず
か
の
頁
で
は
到
底
論
じ
尽
さ
れ
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
後
日

の
諭
究
を
期
し
て
、
こ
こ
で
は
大
綱
の
説
明
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

•
5

日
不
公
正
な
取
引
方
法
の
迎
法
要
索
た
る
「
公
正
な
競
争
阻
宙
性
」
と
、
「
数
の
制
限
」
の
迎
法
疫
索
た
る
第
三
者
の
市
場
参
加
拒

否
に
よ
る
競
争
制
限
と
の
問
の
区
別
は
、
理
諭
的
に
は
と
も
か
く
、
実
務
上
は
そ
れ
程
困
難
で
は
な
い
よ
う
に
息
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、

三
で
「
数
の
制
限
」
の
具
体
的
行
為
は
、
多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
不
公
正
な
取
引
方

法
該
当
行
為
が
、
ど
の
点
よ
り
「
数
の
制
限
」
に
転
化
す
る
か
に
つ
い
て
、
私
は
、
事
業
者
団
体
に
よ
る
第
三
者
の
市
垢
参
加
拒
否
行
為

・
（
四
)

が
、
第
三
者
の
新
規
間
棠
阻
止
、
．
休
廃
業
の
強
制
に
よ
る
沼
業
不
能
の
状
態
を
邸
起
す
る
点
に
求
め
た
。
こ
．の
時
点
を
埠
と
し
て
、
八
条

一
項
五
号
（
二
条
七
項
の
不
公
正
な
取
引
方
法
を
亭
5

署

団
体
が
さ
せ
ろ
場
合
）
よ
り
八
条
一
項
三
号
（
「数
の
利
限
」
）
へ
と
そ
の
適
用
が
切
り
か

え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
9

違
法
判
断
基
準
に
つ
い
て
い
え
ば
、

「
公
正
な
競
争
阻
害
」
と
い
う
迩
法
要
索
の
存
在
す
る
限
度
で
、
八
条
五

号
で
処
理
さ
れ
得
る
が
、
公
正
な
「
競
争
阻
害
性
」
を
越
え
て
、
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否

(11
市
勘
叫
放
性
の
喪
失
）

11
営
業
不
能
状

．
態
の
惹
起
の
瞬
間
よ
り
、
「
数
の
制
限
」
と
し
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
か
ら
「
数
の
制
限
」

）
へ
の
転
換
点
を
、

、市
場
参
加
拒
否
11
営
業
不
能
状
態
の
叙
起
と
い
う
比
較
的
具
体
性
を
帯
び
た
某
準
に
求
め
る
限
り
、
「
数
の
制
限
」
の

宗（
成
立
の
認
定
は
＇
実
際
上
そ
れ

程
困
難
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

丹

.5
 

；
口
難
点
は
む
↓
ろ
、
「
数
の
制
限
」
と
不
当
な
取
引
制
限
と
の
迩
法
要
索
の
差
羮
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
。
「
数
の
制
限
」
，
の

3

艮
b
u
r
 
d
 
の

述
法
要
素
た
る
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
に
よ
る
競
争
抑
圧
は
、
・
不
当
な
取
引
制
限
の
一
形
態
と
し
て

考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
説
が
あ

・

数

5
 

ヽ
．、
、
、

る
。
確
か
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
、市
場
か
ら
競
争
者
を
排
除
す
る
行
為
、
例
え
ば
ポ
イ
コ
ソ
ト
を
当
然
迩
法
な
行
為
と
し
て
、
不
当
な
取
引

・

の者業翡
制

限

(,restra
int
.of・
,
 
trad
e
)
と
さ
れ
る
。
，
今
村
教
授
は
、
：
「
布
効
な
競
争

ぃ(
e[fective

• 
O^
[
 w
o
r
ka
bl
e
.
 
c
omp!!lil_io
n
)
が
行
な

30
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い
（
対
価
を
決
定
し
、
維
持
し
、
若
し
く
は
引
き
上
げ
、
又
は
数
最
．

技
術
・
製
品
・
設
備
若
し
く
は
取
引
の
直
手
方
を
制
限
す
る
等
）
相
互

に
そ
の
事
棠
活
動
を
拘
束
し
、
又
は
遂
行
す
る
こ
と
。

11
当
亭
者
闘
の

競
争
制
限
が
ボ
イ
ン
ト
。

不

当

な

取

引

制

限

山
第
三
者
の
競
争
排
除
ー
|
市
場
の
開
放
性
の
妨
害
i
|
こ
こ
で
は
、

事
業
者
の
相
互
拘
束
は
必
ず
し
も
童
要
な
モ
メ
ン
ト
で
は
な
い
。

数

の

制

限

わ
れ
得
る
た
め
に
は
、
」
「
事
業
者
相
互
問
の
自
由
な
競
争
が
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
」
と
、
「
い
か
な
る
事
業
者
も
、い
そ
の
競
争
へ

（五）

の
参
加
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
」
の
二
条
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
•
そ
し
て
、
『
「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の

実
質
的
制
限
と
は
、

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
の
「
有
効
な
競
争
を
期
待
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
困
難
な
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
」

（さ

を
い
い
、
そ
れ
は
、
い
い
か
え
れ
ば
市
場
支
配
の
状
態
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
』
と
い
う
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
不
当
な
取
引
制
限
の

違
法
要
素
た
る
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」
に
は
、
事
業
者
問
の
競
争
制
限
を
目
的
と
す
る
カ
ル
テ
ル
行
為
と
共
に
、
第
三
者
の
事
業
活
勁

の
排
除
を
目
的
と
す
る
行
為
、

つ
ま
り
「
数
の
制
限
」
行
為
も
、
市
場
の
開
放
性
を
妨
げ
る
行
為
と
し
て
当
然
に
「
競
争
の
実
質
的
制
・

限
」
に
入
る
と
認
め
ら
れ
る
。
か
く
て
、
「
数
の
制
限
」
の
違
法
判
断
の
基
準
も
、
不
当
な
取
引
制
限
の
基
準
に
帰
沼
せ
し
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
し
か
し
私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、

不
当
な
取
引
制
限
概
念
を
広
義
に
解
し
、
ポ
ィ
コ
ッ
：
を
も
当
然
に
不
当
な
取
引

制
限
と
解
す
る
と
こ
る
で
は
と
も
か
く
、
わ
が
国
の
独
禁
法
の
よ
う
に
、
ポ
イ
コ
ッ
ト
は
不
正
公
な
取
引
方
法
と
し
て
規
定
し
不
当
な
取

引
制
限
と
の
間
に
行
為
類
型
の
性
格
的
差
異
を
認
め
る
と
共
に
、

競
争
秩
序
へ
9

の
影
抒
力
の
独
さ
の
差
異
を
認
め
、
そ
れ
の
反
映
と
し
て

（と
私
に
は
息
わ
れ
る
）

、
罰
則
で
、
不
当
な
取
引
制
限
と
「
数
の
制
限
」
と
の
間
に
軽
重
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
両
者
を
或
程
度

区
別
し
て
考
え
る
こ
と
が
実
際
的
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
概
念
の
差
異
を
一
陥
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

両
者

を
区
別
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
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図

．
「
契
約
・
協
定
そ
の
他
何
ら
の
名
義
を
も
っ
て
す
る
か
を
問
わ
ず、

他
の
宮
秦
者
と
共
同
し
て
」

ー
|
共
同
が
煎
点
で
共
同
に
は
支
配
従
屈

．．
 

の
関
係
な
し
。

．
．
．
．
．
 

③
共
同
行
為
の
成
立
に
は
何
ら
か
の
邸
息
の
述
絡
が
必
姿
ー
ー

一
方
的

束
は
拘
含
ま
な
い
と
膊
さ
れ
る
。

伺

，雄
域
ー
J

一
定
の
取
引
分
野
‘

⑥
共
同
行
為
の
当
享
者
は
相
互
に
競
争
閃
係
に
あ
る
こ
と
。

り

目
的
_
ー
共
同
行
為
に
よ
る
市
場
支
配

②
ポ
イ
コ
ッ
ト
や
加
入
研
限
そ
の
他
い
か
な
る
方
法
を
も
っ
て
す
る
か

を
問
わ
な
い
。
多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
に
よ
っ
て
な
さ

れ
る
。
し
か
も
’

同
業
者
の
み
に
限
ら
ず
異
種
業
者
を
通
じ
て
ポ
イ
コ

ッ
ー
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
（
二
次
ポ
イ
コ
ッ
ド
）
0

．

③
「
数
の
制
限
」
に
際
し
、
組
合
と
粗
合
h
と
の
間
の
応
息
の
連
絡
は

必
ず
し
も
菰
要
で
な
い
。
組
合
の
組
合
員
に
対
す
る

一
方
的
拘
束
あ

り。

囚
現
在
叉
は
将
来
の
事
業
岩
の
数
の
制
限
ー

第
三
者
の
市
場
参
加
拒

否
に
よ
る
競
争
排
除

伺

一
定
の
事
業
分
野

佃
制
限
す
る
者
と
被
制
限
者
と
の
間
は
、

原
則
的
に
は
相
互
に
競
争
関

係
に
あ
る
で
あ
る
う
が
、
そ
の
点
必
ず
し
も
強
調
さ
れ
る
必
要
な
し
。

．
、
し
た
が
つ
て
卸
売
業
者
団
体
が
、

小
売
業
者
組
合
の
非
糾
合
員
を
ポ
イ

コ
ッ

t
し
て
も
、
数
の
制
限
と
な
り
得
る。
‘

筍
以
上
の
比
較
よ
り

、

〗
両
祇
念は
、

．そ
の
基
本
的
な性
格
構
造
に
お
い
て
相
当
の
差
異
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ぱ
、

（
不
当
な
取
引
制
限
に
お
い
て
は
、
共
同
行
為
に
お
け
る
事
業
活
動
の
相
互
拘
束
ー
ー
水
平
的
結
合
—
ー
意
思
の
連
絡
と
い
う
よ
う
な要
索

丹

（じ）

カ
、
重
要
な
成
立
要
件
を
な
し
て
い
た
。
「
数
の
制
限
」
に
お
い
て
は
、
相
互
拘
束
性
や
水
平
的
結
合
、
或
は
意
思
の
辿
絡
等
は
不
可
欠

3

限

5

店

の
要
件
で
は
な
い
。「数
の
制
限
」
に
は
、
取
引
段
階
の異
る
従
た
る
制
限
も
あ
り
得
る
し
、
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
取
引
分
野
—
|

競

”

の数
．
の

5

者

争

関

係
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
程
重
要
な
前
提
と
も
な
ら
な
い
。
取

引
段
階
の
異
ぶ
一
・定
の
事
菜
分
野
に
お
い
て
も
‘
'
「
数
の
制
限
」
．が

業

（

八

）

゜

亭
成
立
し
得
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

•
'
-‘
〗



説
更

•
J
C
‘
.
「
数
の
制
限
」
述
反
と
さ
れ
た
客
決
例
よ
り
み
て
も

、
そ
れ
を
、
私
的
独
占
や
カ
ル
テ
ル
事
件
と
同
じ
く
「
競
争
の
実
質
的
制

斡
限
」
．
と
ぃ
汚
基
邸
に
．照
ら
し
て`
判
断
す
る
こ
と
は
、
余
り
に
も
無
姜
別
過
ぎ
る
感
じ
が
す
る
。
今
日
ま
で
の
「
数
の
制
限
」
迩
反
事
件
の

殆
ん
ど
は日
本
的
な
中
小
事
業
者
•
し
か
も
流
通
根
構
の
近
代
化
の
過
程
から
取
残
さ
れ
た
中
小
事
業
若
．怠
宵
果
や
鮮
魚
の
卸
売
固
や
小
売

麿
如
き
）
に
よ
る
配
分
経
路
の
「
統
制
」
事
件
で
あ
る
が
、．
．
 
そ
れ
も
{
不
当
な
取
引
制
限
と
い
?
共
同
行
為
に
よ
つ
て
栢
極
的
に
市
場
の

直
由
競
争
秩
序
を
否
定
な
か

L
破
浪
し
ょ
う
と
す
る
や
り
方
で
な
く
、
既
存
の
競
争
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
新
規
参
加
者
の
営
業
を
妨

．
害
す
る
と
い
う
形
で
．の
、

梢
極
的
な
競
争
制
限
で
あ
る
.
私
は
‘
)
そ
れ
が
競
争
制
限
を
も
た
ら
す
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
に
限
ら
ず
、
不
公
正
な
取
引
方
法
の
場
合
で
さ
え
も
、
「
公
正
且
つ
自
山
な
競
争
を
促
巡
す
る
こ
と
」

（九）

（
独
禁
法
一
条
）
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
法
律
制
度
で
あ
る
こ
と
は
、
独
禁
法
の
性
格
か
ら
当
然
で
あ
る

（
し
た
が
っ
て
、
独
禁
法
は

個
人
の
利
益
を
保
設
す
・る
こ
と
を
直
認
5
目
的
と
し
て
い
る
法
で
は
な
い
）
が
、
し
か
し
同
じ
自
由
競
争
秩
序
を
保
殴
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
と
云
っ
て
も
、
自
由
競
争
秩
序
そ
の
も
の
に
対
す
る
侵
書
の
程
度
に
よ
り
、
そ
の
間
に
禁
圧
の
弛
弱
、
罰
則
や
排
除
措
置
の
強
弱
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
（
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
に
お
け
る
市
場
支
配
の
場
合
の
よ
う
に
、
日
山
な
競
争
秩
序
を
苗
極
的
に
否
定
な

，

い
し
破
壊
す
る
程
皮
の
仕
害
と
、
競
争
秩
序
そ
の
も
の
に
は
余
り
彩
符
な
い
が
、
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
程
度
の
伐
也

(11
不
公
正
な
取
乱
方
法
）
と
に

現
行
法
は
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
も
、
公
正
な
競
争
阻
害
よ
り
も
強
度
の
、
し
か
も
競
争
の
制
限
と
い
う
滋
味
で
は
、
梢
極
的
な
形
で
の
競
争
制
限
で

•

あ
る
「
数
の
制
限
」
と
い
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
）
。
こ
の
意
味
で
は
、
私
的
独
占
や
不
当
な
取
引
制
限
の
場
合
に
は
、
「
競
争
の
実

．，
吼
的
制
限
」
を
も
た
ら
す
楊
合
と
し
て
、
精
極
的
に
自
由
競
争
秩
序
を
保
設
す
る
目
的
か
ら
、
罰
則
や
排
除
措
鼈
も
、
不
公
正
な
取
引
方

法
に
比
較
し
て
茄
か
に
強
力
で
あ
る
。
不
公
正
な
取
引
方
法
違
反
の
場
合
に
は
、
公
正
な
競
争
に
恋
彩
膨
を
及
ぽ
す
程
度
の
行
為
を
取
締

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
ツ
ョ
ン
を
認
め
る
の
み
で
、
罰
則
は
設
け
て
い
な
い
。
「
数
の
制
限
」
は
、
両
者
の
中
間
に
あ

る
も
の
で
、
カ
ル
テ
ル
や
私
的
独
占
の
よ
う
に
租
極
的
な
市
場
秩
序
の
破
壊
で
な
く、

消
極
的
な
競
争
制
限
ー
ー
＇
第
三
者
の

市
場
参
加
拒
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• 事業者の数の制限（丹宗）

そ
の
限
度
で

否
11
第
三
者
の
営
業
妨
害
に
よ
る
市
場
の
開
放

性

の

制

限

ー

と

し

て

、

「

競
争
の
実
質
的
制
限
」
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
数
の
制
限
」
の
内
容
を
構
成
す
る

具
体
的
行
為
は
、
（
不
当
な
取
引
制
限
を
構
成
す
る
違
法
行
為
類
型
と
し
て

9

の
共
同
行
為
で
は
な
く
）

、

む
し
ろ
多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
が
、
強
度
化
さ
れ
た
も
の
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
こ

こ
に
「
数
の
制
限
」
の
特
殊
な
性
格
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
数
の
制
限
」
の
違
法
判
断
の
基
準
は、

私
的
独
占
や
カ
ル

テ
ル
の
場
合
の
「
競
争
の
実
質
的
制
限
」

と
い
う
判
断
基
準
で
な
く
、
第
三
者
の
市
場
参
加
拒
否
11
営
業
不
能
状
態
の
祁
起
な
い
し
そ
の

恐
れ
あ
る
場
合
に
求
め
る
方
が
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
と
は
云
え
、
両
者
の
区
別
は
厳
格
に
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
法

律
の
実
際
上
の
適
用
に
お
い
て
は
、
さ
し
て
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ま
で
の
例
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

プ
ラ
ズ
．

「
数
の
制
限
」
違
反
事
件
は
、
そ
の
具
体
的
判
断
に
際
し
て
は、
．多
く
は
不
公
正
な
取
引
方
法
該
当
行
為
＋
新
規
開
業
者
或
は
既
存
事
業

者
の
営
業
不
能
状
態
の
惹
起

（
な
い
し
そ
の
恐
れ
）
と
い
う
判
断
過
程
を
経
て
成
立
し
て
い
た
か
ら
。

（
一
）
不
公
正
な
取
引
方
法
の
迩
法
判
断
茄
準
は
、

・「
公
正
な
競
争
を
阻
害
す
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
意
味
は
「
競
争
秩
序
に
悪
影
等
を
及

ぼ
す
こ
と
」
（
今
村
・
全
集
八
二
頁
）
位
に
解
し
て
よ
い
。
「
公
正
な
」
と
い
う
の
は
、
純
粋
の
公
正
で
な
く
、
不
当
に
競
争
秩
序
に
悪
彩
容
を
及

ば
さ
な
い
こ
と
と
解
し
て
お
く
。
こ
の
問
題
は
別
稿
に
て
扱
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
二
）
「
競
争
の
実
質
取
伺
限
」
に
つ
い
て
は
、
判
例
、

寄
決
に
よ
っ
て
比
校
的
内
容
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
公
取
は
「
競
争
の
哭
質
的
制
限
」
と
は、

「
哉
争
の
実
効
性
あ
る
制
限
」
と
同
義
に
解
し
、
「
有
効
な
競
争
を
期
待
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
の
状
態
を
指
す
」
も
の
と
解
す
る
（
東
宝
，3
 
5
 

•
•

ス
パ
ル
オ
リ
オ
ソ
事
件
審
決
集
曰
一
七
五
頁
）
。
石
油
価
格
協
定
事
件
（
行
政
例
集
七
巻
十

． 一号
二
八
四
九
頁
）
で
も
、

東
京
高
裁
は
、
「
競
争
）3
 
5
 

自
体
が
減
少
し
特
定
の
事
業
者
ま
た
は
亭
染
者
集
団
が
、
そ
の
意
思
で
あ
る
程
度
自
由
に
、
価
格
●
品
質
●
数
匿
そ
の
他
各
般
の
条
件
を
左
右
す
る

・

こ
と
に
よ
っ
て
、

市
場
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
形
態
が
現
わ
れ
て
い
る
か
、
現
わ
れ
よ
う
と
す
る
状
態
を
い
う
、
」
と
述
ぺ
て
い
る
。
そ
れ
は

4

と
も
か
く
、
若
し
「
数
の
制
限
」
違
反
事
件
を
、

「競
争
の
実
質
的
制
限
」

と
い
う
述
法
判
断
基
準
に
よ
ら
し
め
る
な
ら
ば
、

市
湯
の
範
囲
や
市
場

30



・論 、説

支
配
力
の
問
孤
に
つ
い
て
も
当
然
検
討
す
ぺ
さ
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
の
八
条
三
号
迩
反
事
件
に
は
、
さ
よ
う
な
帯
決
例
は

一
件
も
見
当
ら
な
い
。

（三）

迎
法
浬
素
は、

刑
法
上
は、

主
観
的
迩
法
要
索
や
客
観
的
述
法
要
索
と
し
て
、
大
い
に
論
諮
さ
れ
て
い
る
問
孤
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
迎
法
要

索
は
、
非
常
に
大
雑
把
に
、
あ
る
行
為
が
迎
法
性
を
帯
び
る
本
灯
的
部
分
と
い
う
程
庇
の
窪
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
追
法
要
索
と
述
法
判
断

毎
年
も
尺

全

く
軍
な
り
合
う
観
念
と
は
似
ら
な
い
が
、

甚
本
的
部
分
に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
同
一
に
考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
と

息
っ
て
使
用

し
た
。
か
よ
う
な
大
雑
把
な
用
い
方
は
、
法

nt家
と
し
て
不
正
確
と
の
批
判
を
う
け
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
現
在
の
竿
者
に
は
力
が
及
ば
な
か
っ

た
。

、
、
、
`
．
、、

（
四
）
九
件
の
審
決
中
二
、
三
件
の
み
が
、

第
三
者
の
営
棠
不
能
を

―
つ
の
判
断
基
準
に
も
ち
い
て
い
る
が
、
こ
の
見
格
は
妥
当
で
あ
り
、

実
際
的
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

（
五
）
今
村

・
独
占
栞
止
法

（
法
律
学
全
掛
五
二
）
五
五
頁
参
照
。
特
に
、
店
占
の
成
立
す
る
の
は
「
辿
入
に
対
す
る
応
駅
」
の
あ
る
即
釈
で
、
罪
占
の

成
立
し
な
い
の
は
「
進
入
に
対
す
る
降
墜
」
の
な
い
産
業
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

市
場
開
放
性
の
有
熱
は、

社
占
問
題
の
独
禁
法
的
処
理
に

は
、
―
つ
の
有
力
な
基
準
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
認
め
る
に
吝
さ
か
で
は
な
い
が
。

（
さ
東
宝
•

ス
バ
ル
オ
リ
オ
ソ
事
件
（
昭
和
二六
年
行
政
例
集
二
窃
九
号
一
五
六
二
頁
）
、
そ
の
他
新
皿
販
料
協
定
ボ
件
（
昭
和
二
八年
高
故
民
集
六

．

．

 巷
九
号
四
三
五
頁
）
や
東
宝•
新
東
宝
事
件
（
昭
和
二
八
年
高
裁
民
集
六
巻
十三
号
八
六
七
頁
以
下
）
笞
に
お
い
て
も
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。

・
（
七
）
前
掲
研
間
販
路
協
定
事
件
（
前
掲
高
裁
民
集
四
八

0
頁
）
．で
は
、
明
確
に
術
の
制
限
は
不
当
な
取
引
制
限
に
骸
当
せ
ず
と
さ
れ
た
。

（八
）
公
正
取
引
委
且
会
紺

・
解
説

一
五
七
頁
、
田
中
誠
ニ

・
経
済
法
―
一
三
頁
参
照
。

．

（
九
）
今
村•
前
掲
独
古
禁
止
法
七
八
頁
、
翌
崎
光

術

「
欺
盛
的表
示
及
び
広
告
の
規
制
に
つ
い
て
」
公
正
取
引
一
九
六
一年
十

一
号
六
頁
念
照
。
．

し

あ

と

が

き

．

五

「
数
の
制
限
」
の
述
法
判
斬
茄
邸
に
つ
い
て
は
、

私
自
身
未
だ
確
侶
に
到
述
し
岱
て
い
な
い
。
特
に
本
秘
で
は
既
存
の
帝

決
に
密
珀

し

過
ぎ
て
分
析
を
な
し
た
の
で
、

宜
占
の
よ
う
な
巨
大
企
業
の
場
合
の
「
数
の
制
限
」

の
問
題
は
一

応
滋
識
的
に
排
除
せ
ざ
る
を
褐
な
か

っ
た
。
今
後
、
私
的
独
占
や
謀
占
、
不
当
な
取
引
制
限
等
に

つ
い

て
頻
次
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
「
数
の
制
限
」
の
問
題
を
も
、

包
括
的
に
み
て
よ
り
妥
当
に
位
凶
づ
け
た
い
と
屈
っ

て
い
る
。
実
務
家
や
専
門
家
の
方
々
の
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
と
息
う
。
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